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3.3.1 プロセッサボード 
 
プロセッサボードには、プロセッサとメモリチップが搭載されています。 
トランジスタのような外観のチップ（SIL チップ）には、固有のボード番号が付けられています。 
 

 
 
リチウムバッテリは常にアクティブ化されており、カレンダ／時計モジュールと Alibi メモリに電源を供給します。 
 

3.3.2 メインボード LED 
 
メインボードには、3 つのグループに分類される 9 つの LED が配置されています。さらに、ネットワークコネクタにも 2
つの LED が配置されています。 
 

 A デュプレックス 

 B 
LAN 

速度 

 1 電流 60mA 
 2 

充電中 
電流 300mA 

 5 供給電圧 DC 5V 
 6 DC 5V ボード 
 7 DC 3.3V ボード 
 8 DC 3.3V CPU コア 

9 

電源 

接続なし 

LAN grn（緑） アクティビティ 
RJ-45 

LAN yel（黄） データ衝突 

 

 

   

 

3.3.3 表示ボード 
 
表示ボードはフラットケーブル（図の中央）を使用してメインボードに接続されています。ケーブルを使用して、 
グラフィック表示部やキーパッドが制御されます。 
 

 

フロントパネルを開く／回転させる際には、プラグインコ

ネクタからケーブルが外れないように注意してください。

プラグインコネクタは留具で固定されています。 
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3.3.4 ネットワークポート 
 
ネットワークポートは標準で内蔵されています。ポートは、通信速度 10 または 100Mbit/s の TCP/IP 接続を実現する高度な

回路を備えています。機能チェックは、コネクタ／メインボードに搭載された LED で行うことができます。詳細について

は、3.3.2章も参照してください。 
 

 

Combics Pro はリモートの PC からも操作可能です（PC へプログラム

VNC version 3.3.7 のインストールが必要）。 

 入力するアドレスの末尾に「:1」を付加します。 
例： 172.24.22.170:1 
 

 
新しいソフトウェアは、ネットワークポートを使用して FlashIt 2.60.01 でロードできます。詳細については、4.3.8章も参照

してください。 
 

転送レート： 10Mbit/s（10Base-T）、100Mbit/s（100Base-
T）、フルデュプレックス／ハーフデュプ

レックス、自動検出 
接続方式： point to point 
ケーブル： パッチケーブル CAT5、シールド付きツイ

ストペア 
ケーブルインピーダンス： 150Ω 

 

 

等電位化： あり 
ケーブル長： 最大 30m  

 

接続： ハウジング背面の RJ-45 ソケット 

 

3.3.4.1 PC への直接接続（クロスオーバーケーブル） 
 

 
Combics Pro RJ 45 信号 色* 信号 RJ 45 

6 TPTXn 緑 TPRXn 2 
3 TPTXp 白-緑 TPRXp 1 
2 TPRXn オレンジ TPTXn 6 

 1 TPRXp 白-オレンジ TPTXp 3 
 
2 組の導線ペアが必要です。 
注意：ケーブルは上記と異なる配色となる場合もあります。 
 

3.3.4.2 スイッチ／ハブを使用したネットワークへの接続（ストレートケーブル） 
 

 
Combics Pro RJ 45 信号 色 信号 RJ 45 

6 TPTXn 緑 TPRXn 6 
3 TPTXp 白-緑 TPRXp 3 
2 TPRXn オレンジ TPTXn 2 

 1 TPRXp 白-オレンジ TPTXp 1 
 
2 組の導線ペアが必要です。 
注意：ケーブルは上記と異なる配色となる場合もあります。 
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3.3.5 外部 PC キーボード 
 
フロントパネルの英数字キーパッドに加え、機器の背面には PC キーボードを接続できる 6 ピン PS/2 コネクタが搭載され

ています。両操作機能は同じであり、どちらかを選択して使用できます。 
キーボード Cherry Business Line G83-6300（PS/2 コネクタ付き、消費電流 35mA）の使用をお勧めします。 
 

キーボード 
 

キーパッド 
 

 

キーボード 
 

 

 

 

 

 

キーパッド 
 

 

 

 

 

 

 

接続するキーボードは、 -[Operating parameter]-[PS/2 Keyboard]で選択できます。 
[German QWERTZ]、[French AZERTY]、[Italian QWERTY]、[Spanish QWERTY]、[English QWERTY]のいずれかを選択できます。 
 
PC キーボード上の LED（NUM、CAPS LOCK、SCROLL）は使用できません。 
 

 

接続するキーボードは消費電流 150mA @ 5V を超えない仕様のものを使用してください。 
セルフリセットのマルチヒューズにより過荷重から保護されます。 

 

 
 

1 KBD データ 
2 接続なし 
3 GND 
4 +5V 
5 KBD 時計 
6 接続なし 

 

PS/2 PC キーボードケーブル 
コネクタのレイアウト 
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3.3.6 バーコードリーダー 
 
外部キーボードの代わりに、バーコードリーダーをハウジング背面の標準 PS/2 ソケットに接続できます。 
 

 

 

 
 

 

接続するバーコードリーダーは消費電流 150mA @ 5V を超えない仕様のものを使用してくだ

さい。 
セルフリセットのマルチヒューズにより過荷重から保護されます。 

 
標準的なコネクタピンの配列については、3.3.4章を参照してください。 
 
バーコードリーダーを設定（表：Opticon OPL 6735 Wedge）するには、対応するコードをスキャンします（マニュアルを参

照）。 
デフォルト設定は<>で示しています。 
 

Opticon CPL 6735 wedge 
Linker: AT wedge 
Keyboard layout: <with keyboard> 
Keyboard language: <US> 
Intercharacter delay for wedges: Delay = 10 
Set suffix: Clear all suffixes 
Read mode options: Single read 
Redundancy: 3 times redundant 

 
Syntech 社（Cipher 1021G）および Gryphomn 社（M-100）の各バーコードリーダーも使用できます。 
 
バーコードを確実に読み取るために、読取り動作を 3 回に設定することをお勧めします。 
キーパッドで各読取りデータを確定するには、リーダーの自動 CR 機能をオフにする必要があります。 
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3.3.7 内蔵 RS 232 インターフェース 
 
この機器は、RS 232 インターフェースが背面に搭載されています。この RS 232 インターフェースを利用し、リモート表

示器、プリンタ、または外部台はかりへ xBPI プロトコルを使用したデータ通信などを行えるように設定できます。 
 

チャンネル数： 1 
タイプ： RS 232、フルデュプレックス 
転送レート： 300～115K2bit/s 
パリティ： none、uneven、even 
データビット： 7/8 ビット 
入力信号レベル： logic 1（high）- 3 ... - 15V 

logic 0（low）+ 3 ... + 15V 
 出力信号レベル： logic 1（high）- 5 ... - 15V 

logic 0（low）+ 5 ... + 15V 
信号数： 2×出力信号（TXD、RTS） 

2×入力信号（RXD、CTS） 
電気的絶縁： なし 

 

 

ケーブル： シールド付きツイストペア 
（例：LifYCY 3x2x0,20） 
GND 用導線 1 ペア 

外部接続方式： DSUB 9 ピンソケット（メス） ケーブル長： 最大 15m 
 
 

3.3.7.1 リモート表示器／端末の接続 
 
PR 1627 リモート表示器または PR 1628 リモート端末を、内蔵 RS 232 インターフェースまたは PR 5510/04 カードに接続で

きます。 

 
接続するには、 -[Serial ports parameter]-[Remote display]-[Builtin RS232]-[Param]で[Baudrate]に 4800 を選択します。ここで

設定した[Baudrate]は、PR 1627 または PR 1628 のデフォルト設定に対応します。 
[Bits]の 7、[Parity]の even、[Stopbits]の 1 という設定値は固定されており、変更することはできません。 
 

ケーブルクランプ下の 
スクリーン 
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3.3.7.2 YDP12IS または YDP04IS チケットプリンタの接続 
 
チケットプリンタ YDP12IS-OCEUV または YDP04-OCEUV を、[Builtin]が RS 232 のインターフェースまたはカード PR 5510/04
上の RS 232 を使用して接続できます。 

 
 
プリンタが[builtin]シリアルポートに接続されている場合： 

-[Serial ports parameter]-[Printer]-[Builtin RS232]-[Param]で、[Protocol]に[RTS/CTS]、[Baudrate]に 9600、[Bits]に 7、[Parity]に
[none]、[Stopbits]に 1、[Output mode]に[raw]をそれぞれ設定します。プリンタは[Line Mode]に設定します（工場出荷時の設

定は[Page Mode]）。切替えは[FEED]ボタンで行います。プリンタに付属のインストール手順を参照してください。 
 
 

3.3.7.3 PC または端末の接続 
 
端末または PC の端末プログラムを使用した接続は、その機能がアプリケーションまたはユーザー固有の（PR 1750/60 で

記述した）IEC 61131-3 プログラムでサポートされている場合にのみ可能です。 
 

 
 
[Console]に[Builtin RS232]を設定すると、XON/XOFF プロトコルは自動的に設定されます。この場合、[Baudrate]、[Bits]、
[Parity]、[Stopbits]、[Output mode]の設定をそれぞれ行う必要があります。 
 

ケーブルクランプ下の 
スクリーン 

*古い DOS ドライバの場合のみ 

ケーブルクランプ下の 
スクリーン 
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3.3.7.4 RS 232 を使用した xBPI プラットフォーム（ひょう量モジュール）の接続 
 
xBPI プロトコルを備えたプラットフォームを[Builtin]が RS 232 のインターフェースまたはカード PR 5510/04 を使用して接

続できます。 

 
 
[Baudrate]と[Stopbits]のみを選択する必要があります。残りのパラメータは固定されています。 
詳細については、プラットフォームのマニュアルを参照してください。 
 
 

3.3.7.5 RS 232 を使用した xBPI 端末の接続 
 
xBPI プロトコルを備えた端末を[Builtin]が RS 232 のインターフェースまたはカード PR 5510/04 を使用して接続できます。 

 
 
[Baudrate]と[Stopbits]のみを選択する必要があります。残りのパラメータは固定されています。 
詳細については、端末のマニュアルを参照してください。 

ケーブルクランプ下の 
スクリーン 

ケーブルクランプ下の 
スクリーン 
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3.4 アクセサリー 
 

3.4.1 プラグインカードの取付け 
 
メインボードは、2 つの内部ひょう量モジュール PR 5800/10 を搭載できるスロット A および B を備えています。 
モジュールはスロットに直接挿入して、それぞれ M3 ネジ 2 本で取り付けます。 
メインボードは、同じピン配列（34 ピン、2 列、2×17 コンタクトピン）の 3 つのスロットと、プラグインカード用の 1
つのスロット（34 ピン、2 列、2×17 コンタクトピン）を備えています。スロットにはそれぞれ Slot 1～3 および Slot 4
（左下）と番号が付けられています。 
アプリケーションソフトウェアパッケージを使用する場合、カードは割り当てられたスロットに挿入され、それ以降は変

更できないことがあります。  
 

 

プラグインカードの取付け／修正前に、[Shutdown & Power off]機能を使用して機器を安全にシャットダウンし、

すべての電源ケーブルを外す必要があります。詳細については、4.3.7章を参照してください。  
 
 

 

図：上部より、底面の背面コネクタ 

取付け（1～4）：  
フラットケーブルは、メインボードのコネクタ（1～

4）に接続します。ケーブルには極性が指定されてい

るため、極性が正しく接続されていなければ使用でき

ません。 
 
取付け（A/B）： 
プラグインカードは、スロット A/B のコネクタに接続

します。M3 ネジ 2 本で取り付けます。  
 
各種カードの接続方法の詳細および接続例について

は、3.4章を参照してください。 

 
 

背面のダミーパネルを取り外し（M3 ネジ 2 本）、プ

ラグインカードの固定プレートを代わりに取り付けま

す。 
 
カードの固定プレートは、左図で示すように取り付け

ることをお勧めします。この場合、フラットケーブル

のコネクタはメインボード上の対応スロットに挿入し

てください。 

図：背面より  

 
プラグインカードの検出には、取付け／変更後のコールドスタートが必要です。 
 
プラグインカードの取付け／変更後、以下のメッセージが表示部の上の行に表示されます。 

Hardware configuration changed 

hit any key to continue 
 
任意のキーを押すと、[BIOS MENU]が表示されます。コールドスタート[ 2 Coldstart]を実行するために 2 を押します。4.2.1
章も参照してください。 
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取り付けられたプラグインカードは、 -[Show HW-Slots]で確認できます。 
 

Info/HW-Slots  

  Builtin RS 232 装着した内蔵インターフェース 

Slot  1 PR 5510/04 RS 485/232 

Slot  2 PR 5510/04 RS 485/232 

Slot  3 PR 5510/08 BCD  out 

スロット（Slot 1、2、および 3）は同じ構成 

Slot  4 PR 1721/31 Profibus-DP フィールドバスカードのみ 

Slot  A PR 5800/10 Scale-ADC 内部ひょう量モジュール PR 5800/10 

Slot  B  -empty- 
（ただし PR 5800/10 を取り付けていない場合は

[empty]表示） 
      
 

3.4.2 DSUB コネクタへのケーブル接続 
 
機器背面への接続はプラグインタイプのコネクタで行います。導線は最短距離で端子に配線してください。コネクタハウ

ジングはシールドの一部として導体（金属化）されており、ネジを用いて機器の背面に取り付けます。 
 

ケーブルの取付け： 

 

• コネクタハウジング（留具）を開きます。 
• ケーブルクランプを解除して開きます。 
• ケーブルの絶縁体を約 50～60mm はがします。 
• シールドメッシュを 5mm 程度残してカットし、ケーブルの被覆にか

ぶせます。 
• 各信号線の被覆を 3mm 程度はがした後、コネクタに半田付けしま

す。 
• ピンユニットを挿入します。 
• ケーブルをクランプの下に回します。 
• 逆向きに折り曲げられたシールドメッシュが接地タングにはさまれ、

ケーブル被覆もクランプにはさまれます。 
• ケーブルクランプを閉じて固定します。 
• 張力を確認します。 
• 両側に取付けネジを差し込んで、締めます。 
• コネクタハウジング（留具）を閉じます。 
 
ケーブルのシールドメッシュの両端が金属製ハウジングに接続される必

要があります。 

 

3.4.3 背面拡張ユニット IP 67 のケーブル取込み口（アクセサリー） 
 
保護等級 IP 67 を確実に達成できるよう、ケーブル取込み口が装備されています。ケーブルのシールドメッシュは、PG 取

込み口の金属スリーブ内で接続される必要があります。 
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ケーブルの取付け： 

 

• ネジキャップを外します。 
• キャップとプラスチックのコーンをケーブルに被せ

ます。 
• ケーブルを取込み口に挿入します。 
 
• ケーブルのシールドメッシュをプラスチックコーン

の下部に折り返します（約 10mm）。 
• ケーブルの導線を接続します。 
• ネジキャップを締めます。 

3.4.4 PR 5800/10 内部ひょう量モジュール 
 
最大 2 つの内部ひょう量モジュールをメインボードの Slot A または Slot B に装着できます。 
 

内部接続： 28 ピンコネクタソケット 

チャンネル数： カード最大 2 枚、各 1×6 線または 4 線 
ロードセル供給電圧： 供給電圧 DC 12V、0V で対称、 

（+6V～-6V） 
荷重（ロードセル数）： >= 75Ω、650Ω仕様で最大 8 または 

350Ω仕様で最大 4 のロードセルに対応 
センシング入力電圧： DC +6V～-6V、モニタリング付き 

 
ロードセル信号電圧： DC 0～36mV、0V で対称 
ゼロ点抑制： 最大 36mV（ゼロ点+スパン） 
感度、最小信号： 
 

0.5μV/e、10000e 商取引きモード 5mV に対応 

分解能、最大： 750 万カウント@ 3mV/V 
リニアリティ： < 0.003% 
温度係数ゼロ： < 0.05μV/K、RTI 
温度係数 Vst： < ±4ppm/K 
ケーブル長： 最大 500m  
ケーブルタイプ： 6 線式、シールド付きケーブルおよびシー

ルド付き計測ライン 
例：PR 6135 

 

 

 

外部接続： 6 ピンソケット（オス） 
シールドメッシュをハウジングに接続 

 

+ M 
- M 
+ V 
+ S 
- S 
- V 

+ロードセル信号 
-ロードセル信号 
+供給電源 
+センシング 
-センシング 
-供給電源 

外形寸法（L×W×H）： 86×52×15mm 
質量： 33g 

アクセサリー 
（ユニットに付属）： 

M3 ネジ 2 本、6 ピンコネクタ、2.5mm²ケー

ブル用ネジ式端子付き 
 
ロードセルまたはアナログプラットフォーム（CAPP シリーズなど）を接続できます。 
ロードセルの接続の詳細については3.4.5章、プラットフォームの接続の詳細については3.4.8章を参照してください。電源

は、セルフリセットのマルチヒューズにより過荷重から保護されます。 
 
カードは、半田スイッチで装着します（工場出荷時の設定はクローズ）。これは、供給電圧とセンシング電圧が約±4V
未満に低下したときにのみオープンに設定できます。 
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ロードセル供給電圧±6V 時は半田スイッチをクローズ（工場出荷時の設定）に設定します。 

  

 

本質安全荷重部インターフェース PR 1626/60 を 7.5V（最大 8、クローズ）で使用する場合、ロードセル供給

電圧低下時に半田スイッチを必ずオープンに設定します。 
 
カード上の CAL スイッチの機能については、4.1.1章で説明します。 
 
 

3.4.5 PR 5800/10 へのロードセルの接続 
 
機器によっては、ハウジング背面に最大 2 つのロードセル用のコネクタが装備されています。 
 

 
 
 

端子台 端子 説明 
+M + meas. + signal / LC 出力 
-M - meas. - signal / LC 出力 
+V + supply + supply / 供給電源 
+S + sense + sense 
-S - sense - sense 
-V - supply - supply / 供給電源  
Housing GND   screen / 接地 
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3.4.6 4 線式ケーブルを使用したロードセルの接続 
 
端子台の+V と+S 間、–V と-S 間をリンクさせてください。 
 

 
 

 

上記のケーブルの色は、ザルトリウス PR 62..シリーズのロードセルに適用されます。 
接続前に、ロードセルのマニュアルで対応するケーブルの色を確認してください。 

 
 

3.4.6.1 PR 6221 ロードセルの接続 
 
PR 6021/08、-/68 の操作マニュアルを参照してください。 
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3.4.7 6 線式ケーブルを使用した最大 8 つのロードセル（650Ω）の接続 
 
接続箱 PR6130/..を使用し、PR 6135 または PR 6136 ケーブルを使用した接続方法を以下に示します。 
 

 

 

 
 
右に示したケーブルの色

は、ザルトリウス PR 62 ..
シリーズのロードセルま

たは接続ケーブル PR 
6135 を使用した場合に適

用されます。 
 
異なるロードセルを使用

する場合、対応するケー

ブルの色が異なることが

あります。 
 
そのため、接続前に該当

マニュアル／データシー

トで対応するケーブルの

色を確認してください。 

 
 
推奨事項： - ケーブルは接地された金属配管に通して接続してください。 
  - 電源ケーブルまでの最短距離：1m 
 
ロードセル電源回路 
 ロードセル電源回路の対応負荷は> 75Ωです（各 650Ωのロードセルで 8 台など）  
 供給電圧は DC 12V です。詳細については、7.4章を参照してください。 
 

等電位化 
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3.4.7.1 外部電源を使用したロードセルの接続 
 
ロードセルの負荷が 75Ω未満の場合（350Ωのロードセルで 5 台以上）、ロードセルに外部電源を供給する必要がありま

す。この場合、内部電源の代わりに無電位の外部電源を使用します。外部電源（0 外部電源）の中性線を機器のハウジン

グに接続して電圧が 0V を中心に対称となるようにします。内部電源には接続されていません。 
 

 
 

 

上記のケーブルの色は、接続ケーブル PR 6135 を使用した場合に適用されます。 
異なるロードセル／ケーブルを使用する場合、対応するケーブルの色が異なることがあります。 
そのため、接続前に該当マニュアル／データシートで対応するケーブルの色を確認してください。 

 

等電位化 

無電位 

+外部電源 

0 外部電源 

-外部電源 
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3.4.7.2 本質安全荷重部インターフェース PR 1626/60を使用したロードセルの接続 
 

 
右に示したケーブルの色は、ザルトリウス PR 
62 . .シリーズのロードセルと接続ケーブル PR 
6135 および PR 6136 を使用した場合に適用され

ます。 
 
異なるロードセルを使用する場合、対応する 
ケーブルの色が異なることがあります。 
 
そのため、接続前に該当マニュアル／データ 
シートで対応するケーブルの色を確認してくだ

さい。 

 
 

等電位化 
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3.4.8 プラットフォーム（CAP...）の接続 
 
機器に応じて、内部ひょう量モジュールの端子に最大 2 つの Combics アナログプラットフォーム（CAP...シリーズ）を接続

できます。 
以下の例では、6 線式で A、4 線式で B にそれぞれ結線しています。 
 

 
 

  

プラットフォームを 4 線式で結線す

る場合には、+V と+S 間、および 
–V と–S 間をリンクさせます。 

 

 

 

 

上記のケーブルの色は、例えば CAPP4 500×400 および CAPP1 320×420 を使用した場合に適用されます。 
対応するケーブルの色は、プラットフォームの操作マニュアルに記載されています。 

 
ケーブルシールドは、Combics Pro 接続端子の下に配置されたブラケット上の GND 端子に接続する必要があります。計測

ライン（+M、-M）もシールド付きの場合には、同様に GND 端子に接続してください。 



Combics Pro Weighing Terminal セットアップマニュアル 機器の設置およびプラグインカードの取付け 

Sartorius 35 

3.4.9 PR 5510/04 シリアル I/O 
 
プラグインカードは、2 つのチャンネル（1×RS 232 および 1×RS 422/485）を備えています。2 チャンネルの同時使用も

可能です。RS 422/485 インターフェースは、電気的に絶縁されています。最大 3 枚の PR 5510/04 カードの接続が可能です

（Slot 1～3）。インターフェースの該当パラメータは、  -[Serial ports parameter]で設定可能です。ただし、RS 422/485 の

場合は、さらに DIL スイッチ S101 による設定も必要です。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット 

チャンネル数： 1×RS 232、1×RS 422/485 
種類： RS 232     フルデュプレックス 

RS 422/485 フルデュプレックス 
（4 線）* 
RS 485     ハーフデュプレックス（2 線）* 

転送レート： 300～9600～19k2bit/s 

RS 232C（V24）信号 
出力：TXD、RTS、DTR 
入力：RXD、CTS、DCD、RI 

RS 422/485 信号 TxA、RxA、TxB、RxB 
電気的絶縁： RS 232 あり、RS 422/485 なし 

ケーブル長： 
RS 232 の場合最大 15m  
RS 422/485 の場合最大 1000m 

 

ケーブル： シールド付きツイストペア 
 

外部接続方式： 2×DSUB 9 ピンソケット（メス） 

 

アクセサリー 
（ユニットに付属）： 

2×コネクタ DSUB 9 ピン（オス） 
 

外形寸法（L×W×H）： 86×52×15mm 
質量： 33g 
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3.4.9.1 PR 5510/04 - RS232 
 
RS 232 を使用する場合、S101 スイッチの設定は不要です。 
point to point での通信にのみ使用できます。最大ケーブル長は 10～15m であるため、これを超える場合は RS 422/485 を選

択してください。 
PC へ接続するには、外部ユニットとして RS232/RS485 コンバータを使用するか、市販の PC カードを使用してください。 
 
PR 5510/04 は、RS 232 チャンネルの[Builtin]インターフェースと基本的に同じです。ただし、DCD、DTR、および RI の信号

にも対応しています。 
 
[Builtin]および PR 5510/04 には、標準のピン配列が適用されます（以下の結線図では同じ）。そのため、このマニュアルでは

内蔵インターフェースに対する RS232 接続のみを記載しています（3.3.7章を参照）。 
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3.4.9.2 PR 5510/04 RS422/485 
 
RS 485/422 インターフェースではカード上の DIL スイッチ S101 の設定が必要です。 
マルチポイントで接続するには必ず RS 485 を使用します（トライステート）。RS 485 は point to point 通信にも使用でき

ます。2 線式または 4 線式と同様に、他の通信機器に依存します。 
2 線式ではハーフデュプレックスとなるため、同時に送受信できません。対応ドライバのプログラミングが必要となりま

す（該当機器マニュアルを参照）。 
 
工場出荷時設定 スイッチ S101 RS 422/485 の設定 

1: トライステート（enable）： OFF - RS 422 ON - RS 485 

2: Rx（enable）： OFF – 4-Draht ON – 2 線式 

3: Rx プルアップ抵抗： OFF – 未接続 ON - （RxB   1k54   +V） 

4: Rx バス終端： OFF – 未接続 ON - （RxA   205E   RxB）  
5: Rx プルダウン抵抗： OFF – 未接続 ON - （RxA   1k54   -V） 

 
 
各モードでどのスイッチをクローズ（ON）に設定するか確認してください。 
 

2 線式 4 線式 
S101 

point to point バス point to point バス 
マスター RS 485 

1、2、3、4、5 = on 
RS 485 
1、2、3、4、5 = on 

RS 422 
4 = on 

RS 422 
3、4、5 = on 

個別スレーブ RS 485 
1、2 = on 

- RS 422 
4 = on 

- 

その他のスレーブ - RS 485 
1、2 = on 

- RS 485 
1 = on （デフォルト） 

末端スレーブ - RS 485 
1、2、3、4、5 = on 

- RS 485 
1、3、4、5 = on 

 
 

3.4.9.3 RS 485 を使用した PR 1627 リモート表示器の接続 
 
PR 1627/00 リモート表示器は、4 線式、point to point、フルデュプレックス（同時に送受信可能）で接続できます。 
 

 
設定： -[Serial ports parameter]-[Remote display]-Slot1/2/3-RS 485 
 

クローズ：X3、X4、X5 
オープン：X6、X7 
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3.4.9.4 RS 422 point to point 接続（4 線式） 
 
4 線式通信：フルデュプレックス（同時に送受信可能） 
RS 422 は、point to point 通信にのみ使用できます。 
 
 

 
設定： -[Serial ports parameter]-[.........]-[Slot1/2/3-RS 485] 
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3.4.9.5 RS 485 を使用した複数の PR 1627 リモート表示器の接続 
 
複数の PR 1627 リモート表示器を RS 485、4 線式、フルデュプレックス（同時に送受信可能）を使用して接続できます。  
 

 
 

クローズ： 
オープン：X3、X4、X5、X6、X7 

クローズ： 
オープン：X3、X4、X5、X6、X7 

最後のスレーブ： 
クローズ：X3、X4、X5 
オープン：X6、X7 
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3.4.9.6 RS 485 を使用した xBPI プラットフォーム（ひょう量モジュール）の接続 
 
xBPI プロトコル搭載のプラットフォームは、インターフェース PR 5510/04 RS 485 を使用して接続できます。 
 

 

 

-[Serial ports parameter]-[xBPI-Port 1/2]-[Slot 1/2/3 RS485]-[Param]で、[Baudrate]および[Stopbits]を設定します。その他のパ

ラメータは固定されています。 
詳細については、プラットフォーム台はかりのマニュアルを参照してください。 
 
 

3.4.9.7 RS 485 を使用した xBPI 端末の接続 
 
xBPI プロトコル搭載の端末は、インターフェース PR 5510/04 RS 485 を使用して接続できます。 
 

 

-[Serial ports parameter]-[xBPI-Port 1/2]-[Slot 1/2/3 RS485]-[Param]で、[Baudrate]および[Stopbits]を設定します。その他のパ

ラメータは固定されています。 
詳細については、端末のマニュアルを参照してください。 
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3.4.10 PR 5510/07 アナログ入力／出力カード 
 
アナログチャンネル用 15 ピン DSUB ソケットを備えたプラグインカードは、1×アナログ出力（アクティブ）と 4×アナ

ログ入力で構成されます。プラグインカードは、背面のカットアウトに取り付け、フラットケーブルでメインボード上の

Slot 1～3 に装着します。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラットケーブ

ル Slot 1 ... 3 
出力チャンネル数： 1×アクティブ電流出力 20mA、10V 出力は要

外部抵抗（500Ω） 
出力： グロス値／ネット値／表示、アプリケーショ

ンによる 
出力レンジ： 0/4 ... 20mA、設定可能 
出力分解能： 16 ビットバイナリ 

20,000 内部カウント@ 20mA 
出力 
リニアリティエラー： 

@ 0 - 20mA：0.04% 
@ 4 - 20mA：0.02% 

出力温度影響： < 100ppm/K 
出力ゼロエラー： 0.05% 
出力最大エラー： < 0.1% 

 

負荷： 最大 0 ... 500Ω 

外部接続方式： DSUB 15 ピンソケット（メス） 

 
アクセサリー： DSUB 15 ピンコネクタ 

外形寸法（L×W×H）： 86×53×16mm 

質量： 40g 

入力： 4 チャンネル電流または電圧入力 
0 ... 20mA、入力負荷 250Ω 
0 ... 10V、入力負荷 100kΩ 
0 ... 5V、入力負荷>10MΩ 

入力分解能： 例えば 0 - 20mA/ 0 ... 10V の場合、3,000 内部カ

ウント 
入力精度： 0.2% 
入力、 
リニアリティエラー： 

< 0.03% 

入力 
温度影響： 

< 50ppm/K 

入力、リザーブ： ±15%、例：–1.5V ... +11,5V 

 

電気的絶縁： 出力あり、入力なし 
 
アナログ入力は、4 チャンネルおよびコモン接地付きで構成され、内部と外部電子部間は電気的に絶縁されていません。 
 
カードは、アプリケーションプログラムまたは特殊プログラム（IEC 61131 準拠の記述）でサポートされている場合にの

み使用できます。1 枚のカード PR 5510/07 のみ取付け可能です。 
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アナログ入力信号選択 入力チャンネル 
電流 
0...+ 20mA DC 

電圧 
0...+ 10V DC 

電圧 
0...+ 5V DC 

 

S201 
CH1 
CH2 
CH3 
CH4 
---- 

ON 
ON 
ON 
ON 
---- 

OFF 
OFF 
OFF 
OFF 
---- 

OFF 
OFF 
OFF 
OFF 
---- 

 

S202 

CH1 
CH2 
CH3 
CH4 
---- 

OFF 
OFF 
OFF 
OFF 
---- 

ON 
ON 
ON 
ON 
---- 

OFF 
OFF 
OFF 
OFF 
---- 

入力抵抗 250Ω 100kΩ > 10MΩ 
 
背面ソケットのピン配列（取付けについては3.4.1章を参照） 
 

DSUB 15 

 
入力（PIN） 2 9 3 10 4 11 5 12 
4 チャンネル + CH1 GND + CH2 GND + CH3 GND + CH4 GND 

         
出力（PIN） 13  14     
1 チャンネル I +  I – GND(ext.)     
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3.4.11 PR 5510/08 BCD 出力（オープンエミッタ） 
 
このプラグインカードは、ひょう量値（5 桁+極性符号）を BCD コードで出力します。また、デジタル IO カード（1×入

力／24×出力）としても使用できます。設定は、該当アプリケーションで行います。 
 
− BCD：5 桁でグロス／ネット／テアのひょう量値と、4 ビットで状態（極性符号、安定性、エラー）をサイクル出力し

ます。リアルタイムに値を常時出力したり、デジタル入力 DATA_IN でホールドすることができます。 
 
− デジタル：入力 1 ビットと出力 24 ビットをサイクル出力します。 
 
IEC 61131 準拠の特殊プログラミングにより、カードを外部ユニットやコントローラへの他の変数の出力、またはパラレ

ル PLC インターフェースとして使用できます。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラット 
ケーブル Slot 1 ... 3 

出力数： 5 桁 BCD+極性符号または 24 ビットバイナリ 
入力数： 入力：1 ビット（DATA IN） 
出力回路構成： プラスコモン（+Uext 端子）、 

オープンエミッタ 
供給電圧： +5V ... +24V、最大 32V  
電圧降下： 約 1.7V 
出力電流： 最大 50mA 
入力（enable）： 5V/24V スイッチ S101 にてレンジ切替え 

@ 5V high > 3.1V、low < 1.5V 
@ 24V high > 16V、low < 10V 
逆極性保護回路付き 

ケーブル： シールド付き、最大 50m  

 

電気的絶縁： なし 

 

外部接続方式： 
X102 

DSUB 26 ピンソケット（メス） 

外形寸法（L×W×H）： 60×106×22 アクセサリー 
(ユニットに付属)： 

DSUB 26 ピン（オス）コネクタ 
 

質量： 55g   
 
 
カードの取付け前に、スイッチ S101 および S102 を設定します。 
 
コネクタソケットを Slot 1、2、3 のいずれかに挿入し、固定プレートを背面の対応するカットアウトに取り付けます。 
 
カードは、アプリケーションプログラムまたは特殊プログラム（IEC 61131 準拠の記述）でサポートされている場合にの

み使用できます。 
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外部電源が必要です。PIN 1：Uext、PIN 26：GND 
 



Combics Pro Weighing Terminal セットアップマニュアル 機器の設置およびプラグインカードの取付け 

Sartorius 45 

出力 
PR 5510/08 の出力（PIN 2～24）回路は、基準電位のオープンエミッタでコレクタ接地のプラスコモンです。非アクティブ

出力ではハイインピーダンス、アクティブ出力では供給電圧より約 1.7V 電圧が降下します。  
荷重は、出力（PIN 2～24、25*）と GND（PIN 26）の間に接続します。 
 
入力 
DIL スイッチ（S101-1、2）の設定により、入力（PIN 25）を出力に切り替えることができます。 
スイッチの詳細については、3.4.12章の表を参照してください。 
 
PR 5510/08 ピン割当て（アプリケーションによる）： 
 

 
ひょう量値 BCD 出力設定時 

 
シングルビット出力設定時 

 
 
出力回路 
 

  
 
 

3.4.11.1 出力モード 
 
出力モードは、カード PR 5510/08 と同じです。3.4.12.1章を参照してください。 
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3.4.12 PR 5510/09 BCD 出力（オープンコレクタ） 
 
このプラグインカードは、ひょう量値（5 桁+極性符号）を BCD コードで出力します。また、デジタル IO カード（1×入

力／24×出力）としても使用できます。設定は、該当アプリケーションで行います。 
 
− BCD：5 桁でグロス／ネット／テアのひょう量値と、4 ビットで状態（極性符号、安定性、エラー）をサイクル出力し

ます。リアルタイムに値を常時出力したり、デジタル入力 DATA_IN でホールドすることができます。 
 
− デジタル：入力 1 ビットと出力 24 ビットをサイクル出力します。 
 
 
IEC 61131 準拠の特殊プログラミングにより、カードを外部ユニットやコントローラへの他の補正変数の出力、またはパ

ラレル PLC インターフェースとして使用できます。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラット 
ケーブル Slot 1 ... 3 

出力数： 5 桁 BCD+極性符号または 24 ビットバイナ

リ 
入力数： 入力：1 ビット（DATA IN） 
出力回路構成： コモンエミッタ（GND）、 

オープンコレクタ 
供給電圧： +5V ... +24V、最大 32V  
電圧降下： 約 1.7V 
出力電流： 最大 50mA 
入力（enable）： 5V/24V スイッチ S101 にてレンジ切替え 

@ 5V high > 3.1V、low < 1.5V 
@ 24V high > 16V、low < 10V 
逆極性保護回路付き 

ケーブル： シールド付き、最大 50m   

 

電気的絶縁： なし 

 

外部接続方式： 
X102 

DSUB 26 ピンソケット（メス） 

外形寸法（L×W×H）： 60×106×22 アクセサリー 
(ユニットに付属)： 

DSUB 26 ピン（オス）コネクタ 
 

質量： 55g   
 
 
コネクタソケットを Slot 1、2、3 のいずれかに挿入し、固定プレートを背面の対応するカットアウトに取り付けます。 
取付け後、スイッチ S101 および S102 を設定します。 
 
カードは、アプリケーションプログラムまたは特殊プログラム（IEC 61131 準拠の記述）でサポートされている場合にの

み使用できます。 
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外部電源が必要です。PIN 1：Uext、PIN 26：GND 
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出力 
PR 5510/09 の出力（PIN 2～24）回路は、基準電位のオープンコレクタでコモン接地です。非アクティブ出力ではハイイン

ピーダンス、アクティブ出力では供給電圧より約 1.7V 電圧が降下します。 
負荷は、コレクタ（PIN 2～24、25*）と Uext（PIN 1）の間に接続します。 
 
入力 
DIL スイッチ（S101-1、2）の設定により入力（PIN 25）を出力に切り替えることができます。 
DATA_IN を入力として使用する場合、23 ビットの出力を制御します。このピンは free running/hold/tristate の 3 種類の機能

を選択でき、TTL/24V アクティブ（high/low）信号としても設定可能です。26 ピンコネクタの Pin 25～DATA_IN に設定できま

すが、DIL スイッチ S101-2 が ON のときのみ有効です。 
DATA_IN は、事前に選択したデジタルモードで通常のデジタル入力端子としても使用できます。 
 
スイッチ S101 および S102 の詳細 
 

   工場出荷時

設定 
S101 -1 -2 -3 -4 -5 

 

 

ピン 出力 入力 
信号

レベ

ル 

信号

レベ

ル 

ダイ

オー

ド 

OUTPUT として TARED   Pin 25 ON OFF x x x 
INPUT として DATA_IN   Pin 25 OFF ON   x 
          
INPUT 時 DATA_IN 5V Active HIGH Pin 25 OFF ON ON ON x 
INPUT 時 DATA_IN 5V Active LOW Pin 25 OFF ON ON OFF x 
INPUT 時 DATA_IN 24V Active HIGH Pin 25 OFF ON OFF ON x 
INPUT 時 DATA_IN 24V Active LOW Pin 25 OFF ON OFF OFF x 
フリーホイール

ダイオード* 
internal        ON 

フリーホイール

ダイオード* 
internal        OFF 

 
*PR 5510/09 のみ 
 

        

 工場出荷時

設定 
  S102 -1 -2 -3 -4 -5 

 

 

ピン 機能 機能 機能 
 
- 

 
- 

Pin25 OUTPUT TARED follow follow Pin 2…24 OFF OFF OFf x x 
  パッシブ アクティブ       
Pin25 INPUT DATA_IN follow hold Pin 2…24 OFF OFF ON x x 
 DATA_IN tristate follow Pin 2…24 ON ON OFF x x 
 DATA_IN tristate hold Pin 2…24 ON ON ON x x 

 
出力=入力（S101-1 と S101-2 の同時 ON）には設定できません。 

 
信号レベル： 
DATA IN (PIN25)  ロジックレベル 入力電流 
high 5V mode > 3.1V 0.5mA 
low 5V mode < 1.5V 0.3mA 
high 24V mode > 16V 1.0mA 
low 24V mode < 10V 0.5mA 
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PR 5510/09 コネクタのピン割当て（アプリケーションによる）： 
 

 
ひょう量値 BCD 出力設定時 

 
シングルビット出力設定時 

 
 
出力回路 
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3.4.12.1 出力モード 
 
どのモードでも、データは各 PLC サイクル中に出力されます（IEC 61131 アプリケーション）。 
 
Mode 1：DATA_IN 入力なしの連続データ出力（follow） 
信号入力がない場合は、リアルタイムにデータを常時連続して出力します。リモート表示器などの機器と接続できます。 

 

− ドライバモジュールは常に enable 
− PIN 25 は IEC 61131 アプリケーション出力 

 
Mode 2：DATA_IN（hold）入力ありのデータ出力 
信号入力があった場合は、データ出力をホールドします。入力がない場合は、リアルタイムに常時連続して出力します。 

 

− DATA_IN がアクティブである限り、最後に出力された値をホールド 
− ドライバモジュールは常に enable 
− PIN 25 は DATA_IN の「Data-hold」として機能（信号レベル S101-3、ロジック極性

S101-4、アプリケーションによる） 
 

 
注意： 
出力メモリ内の内部データストレージ（データチェンジ）は、外部要求信号が「Data Hold」から「Data valid」に変更され

たタイミングで実行されます。そのため、読取りを実行する機器では、データを有効と判断するまでさらに 100μs かかり

ます。 
 
Mode 3：DATA_IN（hold）入力あり、Parallel_BUS システム（tristate） 
DATA_IN（tristate/hold）入力を使用して PR 5510/09 カードのパラレル接続を制御できます。 
信号入力があった場合は、データ出力をホールドします。入力がない場合は、トライステート（ハイインピーダンス）と

なります。 

 

− DATA_IN がアクティブである限り、最後に出力された値をホールド 
− ドライバモジュールは、DATA_IN（hold）がアクティブの場合にのみ（トライステー

トではなく）enable 
− PIN 25 は DATA_IN の「Data-enable + hold」として機能（信号レベル S101-3、ロジック

極性 S101-4、アプリケーションによる） 
 
Mode 4：DATA_IN（1×DE）、シングルビット連続出力 
信号入力がない場合は、リアルタイムにビットを常時連続して出力します（1×IN、23×OUT、設定可能）。 

 

− ドライバモジュールは常に enable 
− PIN 25 は IEC 61131 アプリケーション入力 

 
Mode 5：DATA_IN 入力なしのシングルビット連続出力（24×DA） 
信号入力がない場合は、リアルタイムにビットを常時連続して出力します。例：アプリケーション IO インターフェース

（24×OUT、設定可能）。 

 

− ドライバモジュールは常に enable 
− PIN 25 は IEC 61131 アプリケーション出力 
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3.4.13 PR 5510/12 6 点のオプトカプラ入力／12 点のオプトカプラ出力 
 
このカードは、外部バイナリプロセス信号と内部信号レベルを相互に変換します。 
12 点のプロセス制御用デジタル出力：オプトカプラにより本体接地に対し電気的に絶縁されています。外部より電圧を

印加して使用します(最大 25mA)。 
6 点のプロセス制御用デジタル入力：オプトカプラにより本体接地に対し電気的に絶縁されています。入力信号はオープ

ン入力のとき logic 0 です。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット、Slot 1、2、3 
入力／出力数： 入力：6 点、出力：12 点 
入力電圧レベル： Low:0 ... 5V またはオープン 

High:10 ... 31V 
各ラインに DC 電圧の印加が必要 

入力電流： < 7mA @ 24V 
< 3mA @ 12V 
逆極性保護あり 

出力： 最大スイッチング電圧：32V 
最大スイッチング電流：25mA 
電圧降下@ 25mA：3V 
逆極性保護あり 
各ラインに DC 電圧の印加が必要 

電気的絶縁： あり、オプトカプラによる絶縁 
ケーブル： シールド付き、最大 50m 

 

アクセサリー 
(ユニットに付属)： 1×DB37 コネクタ（オス） 

 

 

外部接続方式： 
DSUB 26 ピンソケット（メス） 

外形寸法（L×W×H）： 60×106×22 
質量： 70g 

アクセサリー： PR 1623/10 接続ケーブル 4m 
PR 1623/20 リレー出力端子ユニット 

 
コネクタソケットを Slot 1、2、または 3 に挿入し、固定プレートを背面の対応するカットアウトに取り付けます。 
 
カードは、アプリケーションプログラムまたは特殊プログラム（IEC 61131 準拠の記述）でサポートされている場合にの

み使用できます。 
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パッシブ：信号ラインごとに外部電源が必要です（無電位の IO チャンネル、コモン基準なし） 
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出力回路 
 

  
 
入力回路 

 
 
アドレス割当て 
カードはアプリケーションプログラムでサポートされている必要があります。 

例えば（ -[CONFIG] input/output config ...）で表示されるアドレスは、内部ソケット Slot n に対応します。このとき、n

は 1、2、3 のいずれかです。カードが検出されると（コールドスタート）自動的に -[IO-SLOTS]に表示されます。各アプ

リケーションの[SETUP]-[CONFIG]で、対応する IO チャンネルは以下のように数字で示されます。 
例：入力 no.1～6、出力 no.1～12 
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PR 5510/12 – PR 1623/10 –PR 1623/20 リレー回路図 
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PR 5510/12 – PR 1623/10 –PR 1623/30 端子の回路図 
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3.4.14 PR 1721/31 Profibus インターフェース 
 
Profibus インターフェース PR 1721/31 は、Slot 4 に取り付けるプラグインカードです。詳細については、3.3.1章を参照して

ください。通信プロトコルおよびシンタックスは、Profibus-DP バス標準に準拠します。 
このカードは、IEC 61158 に基づく Profibus DP 接続を確立するための高度な回路で構成されます。ASIC SPC3チップの転送

レートは 12Mbit/s です。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラットケー

ブル、Slot 4 

外部接続方式： 固定プレートの DSUB 9 ピンソケット  

 
転送レート： 9.6kbit/s～12Mbit/s 

ボーレート自動検出 
接続モード： Profibus ネットワーク、 

ほかのステーションに影響することなく接

続を確立／解除 
プロトコル： PROFIBUS-DP-V0 SLAVE  

EN 50 170（DIN 19245）準拠、 
モノまたはマルチマスターシステムをサポー

ト。最大 126 台までのマスターとスレーブデ

バイスを接続可能 
Watchdog タイマー機能 

トランスポート層： EIA RS 485、Profibus DIN 19245 Part 1 
ケーブル： Profibus 対応ケーブル、 

配線色：紫、シールド付きツイストペア 
ケーブルインピー 
ダンス： 

150Ω 

バス抵抗： あり、外部アクセス DIL スイッチ 

 

認証： ドイツ Profibus テストセンターComDeC およ

び PNO（Profibus User Organisation:Profibus ユ

ーザー協会） 
CE、UL、および cUL の工業アプリケーション

に適合 
外形寸法（L×W×H）： 87×55×15mm 電気的絶縁： あり、Line A と Line B のオプトカプラ（RS 

485） 
質量： 125g ケーブル長： 1.5Mbit/s の場合、最大 200m、Profibus 対応

品リピータで延長可能 
 

 

2 つのロータリスイッチ が位置[0]に設定されていることを確認してください。 
バス抵抗は、スイッチ を押すことで ON/OFF を切り替えることができます。 
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1×マスターと 3×スレーブの接続図 

 
 
 

3.4.15 PR 1721/32 Interbus インターフェース 
 
Interbus インターフェース PR 1721/32 は、Slot 4 に取り付けるプラグインカードです。詳細については、3.3.1章を参照して

ください。 
このインターフェースは、Phoenix Contact社の Interbusチップテクノロジに基づいて接続を確立します。転送レートは 500kbit/sお

よび 2Mbit/sです。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラットケーブ

ル、Slot 4 のみ 

外部接続方式： 固定プレートの標準 IBS DSUB 9 ピンソケット

OUT および DSUB コネクタ IN 
    バス In   バス Out  

 
転送レート： 500kbit/s または 2Mbit/s を選択可能 
トポロジ： クローズドリングとしての擬似バス 
プロトコル： INTERBUS-S マスター-スレーブ 

転送データ長固定、 
最大 10 ワードの I/O でのサイクルプロセス

データ固定転送  
トランスポート層： EIA RS 422、ケーブル接続 
ケーブル： Interbus、配線色：緑 

3×2 一括シールド付きツイストペア 
ケーブルインピー 
ダンス： 

150Ω 

リード抵抗： アクティブリングのため不要 

 

認証： Interbus Club 協会： Interbus 規格に適合 
IEC 61158（Parts 3～6）  
          EN 50254（DIN 19258） 
CE、UL、および cUL の工業アプリケーション

に適合 
外形寸法（L×W×H）： 87×55×15mm 電気的絶縁： あり、オプトカプラおよび DC/DC コンバータ 
質量： 125g ケーブル長： 400m（バスを共有する 2 つのリモートユニッ

ト間）全長：13km 
 

 
バス OUT を使用して、他のスレーブが続く場合には、5 と 9 の間をリンクする必要があります。  
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1×マスターと 3×スレーブの接続図 
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3.4.16 PR 1721/34 DeviceNet インターフェース 
 
DeviceNet インターフェース PR 1721/34 は、Slot 4 に取り付けるプラグインカードです。詳細については、3.3.1章を参照し

てください。このカードは、CAN コントローラ付きの完全な DeviceNet アダプタ（スレーブ）です。 
転送レートは最大 500kbit/s です。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラットケーブ

ル、Slot 4 のみ 

外部接続方式： 固定プレートの 5 ピンネジ式端子台（プラグイ

ン）  

 
転送レート： 125、250、500kbit/s  
トポロジ： パラレルバス 
プロトコル： DeviceNet マスター-スレーブ 

ポーリング方法（Polled IO） 
CRC エラー検出 IEC 62026 準拠（EN50325） 
最大 64 ステーションノード 
最大データ幅 512 バイト入力および出力 

トランスポート層： EIA RS 485 
設定： EDS ファイル（PR 1721/34 固有） 

MAC-ID（1…62） 
認証／適合： 
 

DeviceNet 仕様 
Vol 1：2.0、vol 2：2.0 に適合 
適合性テストソフトウェアバージョン A-12 準拠

ODVA 認証 
CE、UL、および cUL の工業アプリケーションに

適合 
ケーブル： DeviceNet、配線色：緑色（ペトログリーン） 

2×2 シールド付きツイストペア 
ケーブルインピー 
ダンス： 

150Ω  

バス抵抗： ケーブル端 120Ω  
外形寸法（L×W×H）： 87×55×15mm バス荷重： 33mA 
質量： 125g 電気的絶縁： あり、オプトカプラおよび DC/DC コンバータ 

 

 
DIP スイッチ 1～8 が ON に設定されていることを確認してください。 

 
1×マスターと 3×スレーブの接続図 
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3.4.17 PR 5510/14 Ethernet TCP/IP 
 
Ethernet インターフェース PR 5510/14 は、Slot 4 に取り付けるプラグインカードです。詳細については、3.3.1章を参照して

ください。このカードは Ethernet 接続のための標準 RJ-45 ソケットを備えています。 
このカードは、TCP/IP と ModBus TCP の接続を確立するための高度な回路で構成されます。転送レートは 10 または

100Mbit/s です。このカードは背面のパネルカットされた Slot 4 に取り付けられ、メインボートの Slot 4 にフラットケーブ

ルで接続されます。 
 

内部接続方式： 34 ピンコネクタソケット付きフラットケーブ

ル、Slot 4 

外部接続方式： 固定プレートの RJ-45 コネクタソケット  

 
転送レート： 10Mbit/s（10BaseT、Ethernet）または 

100Mbit/s（100BaseTx、Fast Ethernet） 
自動検出（10/100、ハーフデュプレックス／

フルデュプレックス） 
接続モード： ネットワーク 

 
プロトコル： ModBus/TCP 
トランスポート層： TCP/IP または UDP/IP 
HMS 認証： ModBus 機構の ModBus-TCP 規格との互換性 

 
CE、UL、cUL の工業アプリケーションに適合 

ケーブル： シールド付きツイストペア 
例：パッチケーブル CAT5 
アプリケーションによる（ストレートまたは

クロスオーバ） 
ケーブルインピー 
ダンス： 

150Ω 

 

ハブからのケーブル長： 最大 30m  

外形寸法（L×W×H）： 87×55×15mm 電気的絶縁： あり 
質量： 125g   

 

Slot 4 にほかのオプションをすでに装着している場合には PR 5510/14 を使用できません。  

 
 
アプリケーション： 

− ModBus TCP（フィールドバスインターフェースとして） 
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4 運転 

フロントパネルキーの詳細および操作概要については、2.3章を参照してください。 
 
 

4.1 データバックアップ／電源異常 
 
内部ひょう量モジュールのキャリブレーションデータやパラメータ、基本的な構成データ、およびインターフェースデー

タは、不揮発性メモリ（EAROM）に保存されます。プログラムとともにキャリブレーションデータやパラメータに対して

は書込み保護機能（CAL スイッチ、4.1.1章を参照）が提供されています。さらに、電源が遮断されている場合にバック

アップバッテリで駆動する Alibi メモリも搭載されています。 
電圧低下時または電源異常時には、作業メモリ全体とデータベースのコンテンツは FLASH データにダンプされ恒久的に保

存されます。電源の復旧後、すべてのデータは FLASH データから作業メモリにリロードされ、ユニットでは障害発生前の

表示状態に戻ります。バッチプログラムは停止します。 
 

4.1.1 CAL スイッチ 
 
機器の背面には最大 4 つの CAL スイッチが搭載されています。CAL スイッチ 1 および 2 は、全機器共通で搭載されていま

す。機器に応じて、ひょう量モジュール PR 5800/10 用スロットの横にスイッチ A および B が配置されます。 
各スイッチの詳細機能を、以下の表に示します。 
通常は、上書きやデータ損失を防ぐためにも、キャリブレーション後にスイッチをアクティブ位置（+）に設定すること

をお勧めします。必要に応じて（新しいプログラムのロード時など）、関連する CAL スイッチをオープン（書込み保護な

し、位置（o））に設定できます。 
 
商取引き用アプリケーションでは、CAL スイッチはアクティブ位置に固定する必要があります。 
 

 

 
 

書込み保護アクティブ 書込み保護なし 

    
 
 

CAL スイッチ 詳細、書込み保護アクティブ 

A ひょう量モジュール A のキャリブレーションデータおよびパラメータの上書きを禁止 
B ひょう量モジュール B のキャリブレーションデータおよびパラメータの上書きを禁止 
1 ひょう量モジュールからロジックひょう量ポイントへの割当て変更、および液体／ユーザー／

XBPI の各台はかりのパラメータの変更を禁止 
BIOS およびファームウェアのフラッシュ（4.1.2章を参照）、（[BIOS]メニュー内の）[Erase]を禁止 

2 アプリケーションデータのパラメータの変更を禁止（アプリケーションによる）。すなわち、

EAROM に保存されたアプリケーションデータの上書きを禁止 
 

CAL スイッチの設定位置は、 -[Show status]で確認できます。 
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4.1.2 認証不要のアプリケーションプログラムのフラッシュ 
 
CAL スイッチ 1 がクローズに設定されている場合（商取引きモードで固定されている）、認証不要のアプリケーションプ

ログラムをフラッシュ（不揮発性メモリへのロード）でき、さらに機器内にすでに保存されているプログラムや機能を、

ライセンス番号を使用してアクティブ化できます。Alibi メモリ用のライセンスは必須です。プログラムや機能のアクティ

ブ化は[Audit]機能で保存および読取り可能です。 
認証不要のプログラムのダウンロード（フラッシュ）は、ザルトリウスから提供される FlashIt プログラミングツールでの

み実行できます。また、これらのプログラムの生成は、ザルトリウスのプログラミングツール PR 1750 でのみ行えます。 

メニューは、  -[licence]で表示できます。 
 

Setup/License  

Boardnumber 192752895  

Alibi storage  アクティブ化が必要 

OPC-Server   

Batching   

Application number 0  

( changes left 14 )  

   

Add Remove Audit    
 
Alibi 機能がアクティブ化されていない場合：[Add]を押し、対応機器用に購入済みの 7 桁のライセンス番号を入力します。 
 
[Audit]では、記録された変更（最大 15、CAL スイッチ 1 がクローズに設定されている場合）が表示されます。 
 

Setup/License/Audit-Trail  

2006-11-09- 13:11  OPC-Server added  

   

Reset      
 
[Reset]機能は、CAL スイッチ 1 がオープンに設定されている場合にのみアクセス可能です。 
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4.2 機器の電源投入 
 
機器のスタートは、フロントパネルキー、外部 PC キーボード、PC 上のプログラム VNC、または Internet Explorer から実行

できます。初めて機器の電源を投入する場合、またはプラグインカードを変更（位置の変更、取付け、取外し）した場合

には、[2 Coldstart]でコールドスタートを実行し、日付と時刻を設定する必要があります。 
 

4.2.1 [BIOS]メニュー 
 
機器が通常の状態にない場合、以下の手順で[BIOS]メニューを表示します。 

−   ボタンを同時に 6 秒間押し続けます。または、 

− 機器の主電源を約 1 分間遮断し、 ボタンを押し続けて、機器の電源を再投入します。 
 

通常は、 -[System functions]-[Shutdown & call BIOS]からメニューを表示します。 
 
CAL スイッチ 1 オープン CAL スイッチ 1 クローズ 

==== BIOS MENU ==== 

1 Warmstart (continue from powerfail) 
2 Coldstart (reset application data) 
3 Restore (load application data) 
4 Erase (reset to factory settings) 
5 Test (systemtests) 
6 Flash (enter flash setup) 
 

INFO Show versions  

==== BIOS MENU ==== 

1 Warmstart (continue from powerfail) 
2 Coldstart (reset application data) 
3 Restore (load application data) 
4 no erase (CAL switch 1 closed) 
5 Test (systemtests) 
6 no flash (CAL switch 1 closed) 
 

INFO Show versions  
 
以下の項目を選択できます。 
 
[1 Warmstart]：ウォームスタート - すべてのデータは変更なく保持されます。電源障害後と同様の動作をします。 
 
[2 Coldstart]：コールドスタート - データベースを含む作業メモリ（RAM）が削除されます。FLASH プログラム内に保存さ

れたセーブセット（BIOS、ファームウェア、アプリケーションなどロードされたプログラム)は変更されずに保持されます。

インターフェース設定、キャリブレーションデータ、およびパラメータも変更されずに保持されます（CAL スイッチは

オープンに設定）。Slot 1～4 に取り付けられたプラグインカードが検出されます。 
 
[3 Restore]：アプリケーションデータがリストアされます。以前に保存された最大 6 つのデータセットから選択されます

（[Shutdown]で保存された 3 セットと[Backup application data]で保存された 3 セット）。 
 
[4 Erase]：この機能を選択すると、装着したカードに応じて最大 5 つの選択肢が提供されます。以下のように選択したメ

モリのみデフォルトにリセットできます。 
[1] FLASH データメモリ全体を削除 
[2] Alibiメモリ内のデータを削除（ただし、Alibiメモリがアプリケーションでサポートされている場合のみ） 
[3] ひょう量モジュール A のキャリブレーションデータとパラメータをデフォルトにリセット 
[4] ひょう量モジュール B のキャリブレーションデータとパラメータをデフォルトにリセット 
[5] 構成データをデフォルトにリセット 

 
[5 Test]：ハードウェアテスト用のメニューです。 
 
[6 Flash]：新しいソフトウェア（BIOS、ファームウェア、アプリケーション）をロードします。 
CAL スイッチ 1 がクローズに設定されているときは、このフラッシュ機能は使用できません。4.3.8章も参照してください。 
 
[INFO Show versions]：既存プログラムのバージョンを表示します。 
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4.2.1.1 [Test]メニュー 
 
[BIOS]メニュー内の[5 Test]からテストメニューを表示できます。 
==== SYSTEM TEST ====  

1 Keypad 各キーを個別にテストおよびマーク可能 

2 Display RGB、混合色、色レンジ S/W テスト 

3 RAM 作業メモリのテスト 

4 ROM Flash PROM のチェックサムテスト 

  

EXIT Return to BIOS MENU  
 

4.3 操作の開始方法 
 
機器の設定および操作は、フロントパネルのキーパッド（機能キー、ナビゲーションキー、ソフトキー）、外部 PC キー

ボード（3.3.5章を参照）、PC 上のプログラム VNC、または Internet Explorer（4.3.1章を参照）から実行できます。 

内部ひょう量モジュールのキャリブレーションと設定のための項目は、Setup 機能キー を押して直接選択できます。取

り付けられたハードウェア（装着されたカード）、プログラム、および機器の状態に関する情報は、 を押して表示し

ます。 
 

4.3.1 VNC プログラムからの操作 
 
VNC（Virtual Network Computing：仮想ネットワークコンピューティング）は、リモートからのコンピュータ操作用プログ

ラムです。 
VNC サーバと VNC クライアント（ビューワ）があります。サーバプログラムは、Combics Pro ソフトウェアで提供されます。

クライアントプログラム（ビューワ）は、操作対象となるすべての PC にインストールして起動する必要があります。 
PC でプログラムを起動するためには、内蔵 LAN アダプタの IP アドレス（および末尾に:1 を付加する。例：

172.24.22.170:1）をあらかじめ指定します。 
制御している PC のアドレスを機器側で enable にします。4.9.8章を参照してください。 
 

4.3.2 Internet Explorer からの操作 
 
 

PR5800-WEIGHUDO 
> Indicator  
> Logfiles  
> VNC  
> Upload language files 
> Browse Database  
> Browse Alibi Memory  
> Screenshot  
> Configuration Printout  
 

機器が LAN アダプタを使用して PC／ネットワークと接続されている場合には、

Internet Explorer から機器を操作できます。 
制御している PC のアドレス（またはエリア）を機器側で enable にします。4.9.8
章を参照してください。 
Internet Explorer を使用するときは、必ず[Network parameter]の[IP address]を入力

します。 
例：http://172.24.22.170。モニタには以下のテキストが表示されます。 
（ヘッダ行は[Hostname]で指定したデバイス名に対応しています。 
 

 

[Indicator]では、ひょう量が対応する機能キーとともに表示されます。繰り返し

レートは約 2 秒です。） 
例：台はかり A、グロスひょう量 2629kg 
 

 
[VNC]：VNC を新たにインストールせずに VNC を使用して機器を操作可能 
[Browse Alibi Memory]：Alibi メモリを表示 
[Screenshot]：自動的に更新されないデバイス表示 
[Configuration Printout]：構成データをプリント出力 
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4.3.3 INFO 機能 
 

を押すと、機器内のプログラムバージョンとステータスメッセージが表示されます。 キーには、他の機能も割り当

てられています。4.5.3.1章および4.5.11章を参照してください。 
 

Info  
Show  version  

Show  status  

Show  HW-slots  

Browse  alibi  memory Alibi メモリの検索 

     
機能および操作については、アプリケーション 
マニュアルを参照 

 
[Show version]を選択すると、インストールされているプログラムが表示されます。 
 

Info/Version  
Firmware Rel.  00.01.02 ファームウェアのリリース日および作成日 
 2005-08-02  10:50  
Bios Rel.  00.01.02.1580 BIOS のリリース日および作成日 

 2005-06-02  10:50  
      
 
 
[Show status]を選択すると、機器の状態が表示されます。 
 

Info/Status  
Free  system  RAM 2992  of  13104 kb  

Free  file  memory 425  of  475 kb  

Free  database  memory 1536  of  1536 kb  

Fragmentation 1  blocks  largest  is  1536 kb  

Clock  battery ok （電圧が低すぎる場合には[low]） 
Temperature 31.25 °C アキュムレータ温度 
Accu  status ok （電圧が低すぎる場合には[low]） 
Accu  charge inactive アキュムレータ充電 

Cal-Switch  A/B closed/opened 
（Slot B に PR 5800/10 が装着されて

いる場合にのみ B が表示される） 
Cal-Switch  1/2 opened/opened  

Builtin  RS232 no signal 受信ラインのチェック 
Last  powerfail 2006-03-08-23:59:59  

 
 
[Show HW-Slots]を選択すると、スロットに取り付けられたプラグインカードが表示されます。 
 

Info/HW-Slots  

  Builtin RS 232  
Slot  1 PR 5510/04 RS 485/232  
Slot  2 PR 5510/04 RS 485/232  
Slot  3 PR 5510/08  BCD  out  
Slot  4 PR 1721/31 Profibus-DP  
Slot  A PR 5800/10 Scale-ADC  

Slot  B  -empty- 
（PR 5800/10 が取り付けられている場合以外は

[empty]表示） 
      
 

を使用して PR 5800/10 を選択する際、シリアル番号と調整日が表示されます。 
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4.3.4 Setup 機能 
 

を押すと、重要な操作パラメータを調整できるようになります。機器の構成は、提供されているアプリケーション

（ライセンス）と装着したプラグインカードにより異なります。 
内部ひょう量モジュールのキャリブレーションは、単純なダイアログ形式で設定できます。作業担当者／認証担当者は、

該当する（認証）規格との適合性を確認しなければなりません。キャリブレーションデータが誤って上書きされないよう

にするには、機器背面の該当 CAL スイッチをクローズに設定します。商取引き用機器では、CAL スイッチはクローズ位置

で固定されます。詳細については、4.1.1章を参照してください。 
 

4.3.5 [Setup]メニュー 
 

 
 

   
 - Serial ports parameter 

（シリアルポートパラメータ） 
 

      
  - Console（コンソール） <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232  
  - Printer（プリンタ） <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232  
  - Remote display 

（リモート表示器） 
<なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 

  - JBUS/MOD-Bus <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 
  - xBPI-Port 1 <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 
  - xBPI-Port 2 <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 
  - Unused（未使用）  <なし>、内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 
    
   - Param（パラメータ） 内蔵 RS232、Slot 1... 3 RS485、Slot 1... 3 RS 232 
    [Protocol]、[Baudr]、[Bits]、[Parity]、[Stopbits]に割り当て 
     
   
 - Change Date & Time 

（日付と時刻の変更） 
 日付と時刻 

   
 - Operating parameter 

（操作パラメータ） 
 

    
  - Display language 

（表示言語） 
<英語>、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語 

  - PS/2 Keyboard 
（PS/2 キーボード） 

英語 QWERTY、ドイツ語 QWERTY、フランス語 QWERTY、イタリア語

QWERTY、スペイン語 QWERTY 
  - Tare key（テアキー） <テアおよび再度テア>、テアおよびテアリセット、disable 
  - Set zero key 

（ゼロ設定キー） 
<テア未実行の場合のみ>、ゼロ設定時にテアリセット、disable 

  - Software download 
（ソフトウェアのダウンロード） 

<セットアップで保護>、常に enable 

  - Keyclick duration 
（キークリック時間） 

0ms、10、20、30、|<40>、50、100、 200、400ms 

     
 - Fieldbus parameter 

（フィールドバスパラメータ） 
Slot 4 に PR 1721/XX 装着時のみ 

     
  - PR 1721 protocol 

（PR 1721 プロトコル） 
Interbus-S、Profibus-DP、DeviceNet、4.9.4章を参照 

     
 - Network parameter 

（ネットワークパラメータ） 
ハードウェアアドレス（読取りのみ）、ホスト名、IP アドレス、サブ

ネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
VNC クライアント（アクセス制限） 

   
 - Weighingpoints 

（ひょう量ポイント） 
  

      
  - Weighingpoint A 

（ひょう量ポイント A） 
 なし、内部 A、液体 1/2、ユーザー1/2、xBPI 台はかり 1/2、SBI 台はかり

1/2 
  - Weighingpoint B 

（ひょう量ポイント B） 
 なし、内部 A、液体 1/2、ユーザー1/2、xBPI 台はかり 1/2、SBI 台はかり

1/2 
  - Weighingpoint C 

（ひょう量ポイント C） 
 なし、A+B、液体 1/2、ユーザー1/2、xBPI 台はかり 1/2、SBI 台はかり 1/2 
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  - Weighingpoint D 
（ひょう量ポイント D） 

 なし、液体 1/2、ユーザー1/2、xBPI 台はかり 1/2、SBI 台はかり 1/2 

      
   - Calib  

(for internal A/B) 
（内部A/B用キャリブレーシ

ョン） 

 新規、修正、パラメータ、4.3.6章を参照 

 
   - Config  

(für liquid 1/2) 
（液体 1/2 用構成） 

 

      
    - W&M 

（計量規格） 
<なし>、OIML、NSC、NTEP 

    - Max（最大） 0.000100 ...<3000>... 9999900 <kg>、t、lb、g、mg、oz  
    - Scale interval 

（台はかりインターバル） 
<1>、2、5、10、20、50 

    - Scale Weight / 
（台はかりひょう量／） 

カウントあたりのひょう量 

    - / Scale Counts 
（／台はかりカウント） 

<1 カウント> ... 65000 カウント 

    - Overload 
（過荷重） 

0 ... <9d> ... 9999999 d 

    - Min（最小） <0 d> ... 9999999 d 
    - Update time 

（更新時間）  
<0.1 s>, 0.2 ... 2 s 

    
   - Config  

(for user 1/2) 
（ユーザー1/2 用構成） 

 

      
    - W&M 

（計量規格） 
<なし>、OIML、NSC、NTEP 

    - Max（最大） 0.000100 ...<3000>... 9999900 <kg>、t、lb、g、mg、oz 
    - Scale interval 

（台はかりインターバル） 
<1>、2、5、10、20、50 

    - Scale Weight / 
（台はかりひょう量／） 

カウントあたりのひょう量 

    - / Scale Counts 
（／台はかりカウント） 

<1 カウント> ... 65000 カウント 

    - Overload 
（過荷重） 

0 ... <9 d> ... 9999999 d 

    - Min（最小） <0 d> ... 9999999 d 
    - Update time 

（更新時間）  
<0.1s>、0.2 ... 2s 

    - SPM marker address 
（SPMマーカーアドレス） 

<32> ...255 

    
   - Config (for xBPI-Scale 1/2) 

（xBPI 台はかり 1/2 用構成） 
 

       
    - W&M 

（計量規格） 
 <なし>、OIML、NSC、NTEP 

    - Tare timeout 
（テアタイムアウト） 

 <0.1s>、0.2 ... 25s 

    - Update time 
（更新時間）  

 <0.1s>、0.2 ... 2s 

    - Serial number 
（シリアル番号） 

 <0>、0 を超える場合、シリアル番号をチェック 

    - SBN Address 
（SBN アドレス） 

 <0>、1 ...  31、0 の場合バス操作なし、それ以外の場合は RS485 に接続さ

れた最大 31 台の台はかり 
       
   - Setup (for xBPI-Scale 1/2) 

（xBPI 台はかり 1/2 用 
セットアップ） 

xBPI のセットアップについては4.7.4章を参照 

  
 -Display settings 

（表示設定） 
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  - Colour set 
（カラーセット）  

 <日中>、夜間 

  - Contrast a. Luminance 
（コントラストと輝度） 

 リセット時、コントラスト=50%、輝度=50%に設定 

  
 -System functions 

（システム機能） 
  

     
  - Shutdown & Power off 

（シャットダウンと電源オフ） 
 シャットダウンおよびプロセッサ停止 

  - Backup application data 
（アプリケーションデータの

バックアップ） 

 アプリケーションデータの保存 

  - Restore application data 
（アプリケーションデータの

リストア） 

 アプリケーションデータのリストア 

  - Shutdown & Call BIOS 
（シャットダウンと BIOS 呼出

し） 

 シャットダウンおよび BIOS メニューの呼出し 

  - Remote configuration 
（リモート構成） 

 ConfigureIt を使用して機器の操作 

  
 - License settings 

（ライセンス設定） 
表示：ボード番号、ライセンスで必要 

  ライセンスキーの入力、削除 
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4.3.6 キャリブレーションツリー、内部 
 
Weighingpoint A/B: internal 
（ひょう量ポイント A/B：内部） 

   

    
 - Calib 

（キャリブレーション） 
 内部ひょう量モジュールのキャリブレーション 

   
  - New（新規）   
      
   Span and deadload will be reset 

（スパンおよびゼロ点をリセット） 
 <続行>、キャンセル 

   - Max（最大）  0.000010 ...<3000>... 9999998 <kg>、t、lb、g、mg、oz  
   - Scale interval 

（台はかりインターバル） 
 <1>、2、5、10、20、50 

   - Deadload at 
（ゼロ点入力） 

 <0.000000mV/V>または[by load] 

   - Max at（最大入力）  <1.000000mV/V>または[by load] 
    by load（荷重より） 0.000010 ... 9999998  <kg>、t、lb、g、mg、oz 
   - Calibrated at 

（キャリブレーション実行） 
 （表示のみ） 

   - Sensitivity (μV/d) 
（感度（μV/d）） 

 （表示のみ） 

   - CalcTest（演算テスト）  テスト値を決定 
      Exit calibration 

（キャリブレーション終了） 
 変更点を保存またはキャンセル 

     
  - Modify（変更）  一部を変更／新規ゼロ点を設定、その他の場合は[New] 
      
   see  New（[新規]を参照）   
     
  - Param（パラメータ）   
      
   - Measuretime（計測時間）  5ms、10、20、40、80、160、<320>、640、960、1280、1600ms 
   - Digital filter 

（デジタルフィルタ） 
 <off>、bessel、aperiod.、butterw.、tscheby. 

   - * Fcut 
（カットオフ周波数） 

 カットオフ周波数、フィルタ[off]の場合のみ、0.1～80.0Hz 

   - Test mode 
（テストモード） 

 <絶対量>、相対量 

   - W & M（計量規格）  <なし>、OIML、NSC、NTEP 
   - Stability time 

（安定時間） 
 0.01s…<0.50s> ... 2.0s（レンジは計測時間による） 

   - Stability range 
（安定レンジ） 

 0.00 d ... <1.00 d> ... 10.00 d 

   - Tare timeout 
（テアタイムアウト） 

 0.1s ... <2.5s> ... 25s、不安定性によるタイムアウト 

   - Zeroset range 
（ゼロ設定レンジ） 

 0.00 d ... <50.00 d> ... 10000.00 d 

   - Zerotrack range 
（ゼロトラッキングレンジ） 

 0.00 d ... <0.25 d> ... 10000.00 d 

   - Zerotrack step 
（ゼロトラッキングステップ） 

 0.00 d ... <0.25 d> ... 10.00 d 

   - Zerotrack time 
（ゼロトラッキング時間） 

 <0.0 s> ... 25 s 

   - Overload（過荷重）  0 d ... <9 d> ... 9999999 d 
   - Minimum weight 

（最小ひょう量） 
 0d ... <50d> ... 9999999d、最小ひょう量 

   - Range mode 
（レンジモード） 

 <シングルレンジ>、マルチレンジ、マルチインターバル 

   - * Range limit 1 
（レンジ制限 1） 

 ひょう量、[Max]と同じ単位、台はかりインターバル小から中への切

替、*マルチレンジまたはマルチインターバルのみ 
   - * Range limit 2 

（レンジ制限 2）  
 ひょう量、[Max]と同じ単位、台はかりインターバル中から大への切

替、*マルチレンジまたはマルチインターバルのみ 
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  - Calib 
(when CAL switch closed) 
（CAL スイッチのクローズ時のキャリブ

レーション） 

 

      
   - Max（最大）  （表示のみ） 
   - Scale interval 

（台はかりインターバル） 
 （表示のみ） 

   - Deadload at 
（ゼロ点入力） 

 （表示のみ） 

   - Max at（最大入力）  （表示のみ） 
   - Calibrated at 

（キャリブレーション実行） 
 （表示のみ） 

   - Sensitivity (μV/d) 
（感度（μV/d）） 

 （表示のみ） 

      
   - Param（パラメータ）  [Param]内の項目（表示のみ） 
      
 



Combics Pro Weighing Terminal セットアップマニュアル 運転 

Sartorius 71 

 

4.3.7 システム機能 
 

システム機能は、  -[System functions]で表示します。 
 

Setup  

Serial  ports  parameter  

Change  Date & Time  

Operating  parameter  

Fieldbus  parameter  

Network  parameter  

Weighingpoints  

Display  settings  

System  functions と 

License  settings  を押して[System functions]を選択  
      
 

Setup  

Shutdown & Power off  

Backup  application  data  

Restore  application  data  

Shutdown  &  Call  BIOS  

Remote  configuration  

      
 
[Shutdown  &  Power off]:アプリケーションをシャットダウンします。データベース、アプリケーション設定、および

EAROM のコンテンツがセーブセット（データセット）として FLASH データに保存されます。このとき、日付、時刻、およ

びシャットダウン電源オフ識別子も保存されます。最大 3 つのシャットダウンデータセットを機器に保存できます。プロ

セッサが停止します。機器は電源からの遮断を要求します。 
 
[Backup  application  data]:データベース、アプリケーション設定、および EAROM のコンテンツがセーブセット（データ

セット）として FLASH データに保存されます。このとき、日付および時刻も保存されます。最大 3 つのアプリケーション

データセットを機器に保存できます。簡単に検索できるよう、データセットに 18 文字の英数字名を付けます。 
 
[Restore  application  data]:選択したセーブセット（データセット）データベース、アプリケーション設定、および EAROM
のコンテンツが FLASH データメモリからリストアされます。 
 
[Shutdown  &  Call  BIOS]:アプリケーションをシャットダウンします。データベース、アプリケーション設定、および

EAROM のコンテンツがセーブセット（データセット）として FLASH データに保存されます。このとき、日付、時刻、およ

び BIOS へシャットダウン識別子も保存されます。最大 3 つのシャットダウンデータセットを機器に保存できます。機器

では、BIOS メニューが表示されます。4.2.1章を参照してください。 
 

[Remote  configuration]:PC 上のプログラム ConfigureIt を使用して機器のパラメータ設定およびキャリブレーショ

ンを実行できます。PC は内蔵 LAN アダプタを使用して接続されます。 
 
メモリタイプ： 

PROGRAMM FLASH 
BIOS, firmware, application 

 EAROM 
CA , CONF data 

   
RAM 

Variables, Database 
 SRAM 

Alibi, settings 
   

DATA FLASH 
'savesets' (data sets) 
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4.3.8 新規ソフトウェアのロード 
 
機器には、BIOS、ファームウェア、およびアプリケーションソフトウェアパッケージ（カウンティング、チェック、およ

び積算用）が含まれます。新規 BIOS／ファームウェア／アプリケーションをロードするには、プログラム FlashIt!32 Rel 
2.49 が必要です。通常は機器からの要求があった場合にのみ BIOS をロードします。 
 

 
BIOS には、FlashIt!32 のロードプログラムが含まれているため、BIOS のロード開始後は完了まで中断しない

でください。中断すると、機器の修理が必要となります。 
 
• 機器と PC 間のネットワーク通信を確立します。PC へ直接接続する場合には、CAT 5 クロスオーバーケーブルを使用

してください（3.3.4章を参照）。 

• 機器側で、 -[System functions]から[Shutdown & Call BIOS]を選択します。[BIOS]メニューが表示されます。 
• メニュー項目[6 Flash]を選択します。 
 
==== BIOS MENU ==== 

1 Warmstart (continue from powerfail) 
2 Coldstart (reset application data) 
3 Restore (load application data) 
4 Erase (reset to factory settings) 
5 Test (systemtests) 

6 Flash (enter flash setup) 

 

INFO Show versions 
 

**** Waiting for FlashIt **** 

 SETUP Enter network settings 
 C     Remove Application  
 EXIT  Return to BIOS MENU 
Flash  : Waiting for FlashIt 
  

 
• プログラム FlashIt!32 Rel. 2.49.01 を PC にインストールします。 
• FlashIt!32 を起動します。 
 

 

 

 
• [COM-Port]でネットワークを設定します。 
• 機器の IP アドレスを入力します。 
 

• [Select]ウィンドウのリストから BIOS、ファームウェア、アプリケー

ションファイルのいずれかを選択し、[Flash]を押します。 
 
[No communication, receive timeout]または[No prompt from device]のどちらかのメッセージが表示された場合、その原因は、

不正なアドレス／不完全なアドレスを選択した、PC と機器間の LAN ケーブル接続がない／正しくない、または LAN ケー

ブルが仕様を満たしていません。 
 
ソフトウェアのロード中、各種ステータスメッセージが表示され、機器側で以下のような実行メッセージが表示されます。 
 

EXIT Return to BIOS-MENU 

 
Update BIOS complete 
 
 
機器側ではフラッシュメニューが表示されており、続けてファームウェア／アプリケーションをロードできます。 
• [Exit]を押すと、機器は[BIOS]メニューに戻ります。 
• [Coldstart]で機器を初期化します。 
アプリケーションを変更するときは、以前のアプリケーション用に保存したセーブセットを削除してください。 
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4.4 ひょう量モジュールの割当て 
 
Combics Pro では、最大 4 台の台はかりを制御できます。ただし、使用できる台はかりの台数は、アプリケーションソフト

ウェアパッケージに応じて異なります。物理的なひょう量モジュール／台はかり（[internal]や[xBPI-Scale]など）とロジッ

クひょう量ポイント（WP-A、WP-B、WP-C、WP-D）は区別されます。 
2 台の台はかり間での積算は、C = A+B でのみ可能です。 

メニュー -[Weighingpoints]では、以下の表に基づいて物理的なひょう量ポイントを論理ひょう量ポイントに割り当てる

ことができます。 
 

ひょう量モジュール ロジックひょう量ポイント  
 A B C D  
[none] √ √ √ √  
[internal] √ √ — — 最大 2 
[liquid] / [user] √ √ √ √ 最大 2 
[xBPI-Scale] √ √ √ √ 最大 2（バスを使用して 62） 
[SBI-Scale] √ √ √ √ 最大 2 
[A+B] — — √ — 積算 C = A+B 

 
Slot A および B に取り付けた PR 5800/10 内部ひょう量モジュールは、A および B に自動的に割り当てられます。 
ひょう量モジュールは、ロジックひょう量ポイントに 1 度だけ割当て可能です。 

WP-A がデフォルト／初期スタート時に表示されますが、 を押して WP-B、WP-C、WP-D へ切り替えられます。 
以下に、Slot A に装着した内部ひょう量モジュール PR 5800/10 と、WP-B に割り当てた xBPI 台はかりの設定例を示します。 
 

Setup  

Serial  ports  parameter  

Change  Date & Time  

Operating  parameter  

Fieldbus  parameter  

Network  parameter  

Weighingpoints と 

Display  settings  を押して[Weighingpoints]を選択 

System  functions  

License  settings  

      
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A  internal  A を押して[internal A]を選択  

Weighingpoint  B none  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib Param  
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A internal  A  

Weighingpoint  B  xBPI-Scale  1 を押して[xBPI-Scale 1]を選択  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib Param  
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4.5 内部ひょう量モジュール PR 5800/10 のキャリブレーション 
 
分銅、mV/V 値、またはロードセルデータによる内部ひょう量モジュールのキャリブレーションは、キーパッドまたは PC
（プログラム VNC を使用）から実行できます。キャリブレーションデータの上書きは CAL スイッチで保護されます（4.1.1
章を参照）。商取引き用アプリケーションでは、CAL スイッチは安全な位置に固定されます。キャリブレーション実行中

はグロスひょう量表示に設定する必要があります（必要に応じて、テアをリセット）。商取引きモードで使用するには、

テスト認証および型式承認に明記された商取引き条件に基づいて設定を選択してください。 
 

4.5.1 キャリブレーション手順 
 

商取引き用アプリケーションでは、キャリブレーション開始前に、 -[Weighingpoints]-[internal A/B]-[Calib]-[Param]の
[W&M]でモードを設定します。詳細については、4.5.15.1章を参照してください。[New]を押して、最大容量[MAX]に進み

（4.5.5章を参照）、台はかりインターバルとゼロ点を決定／入力します。次に、テスト荷重、mV/V 値、またはロードセ

ルデータを使用して最大容量をキャリブレーションします。テスト値を決定後、4.5.14章に記載の手順に従って、新規設

定を保存またはキャンセルするために を押してメニューを終了します。 
 
 

4.5.2 ひょう量ポイントの選択 
 

ひょう量ポイントは、 -[Weighingpoints]から選択します。 
 

Setup  

Serial  ports  parameter  

Change  Date & Time  

Operating  parameter  

Fieldbus  parameter カードが装着されていない場合はグレー表示 

Network  parameter  

Weighingpoints と 

Display  settings  を押して[Weighingpoints]を選択 

System  functions  

License  settings  

  

      
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A  internal  A を押して[internal A]、 

Weighingpoint  B none [liquid 1/2]、[user 1/2]、[XBPI-Scale 1/2]、 

Weighingpoint  C none [none]のいずれかを選択  

Weighingpoint  D none  

 
     

Setup Config Calib Param  [Calib]でキャリブレーションを選択 
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4.5.3 キャリブレーションデータの表示 
 

Cannot calibrate! 
CAL switch is closed 

CAL スイッチをクローズに設定した場合、以下のメッセージが表示されます。データ

は、[Calib]と[Param]を選択した場合にのみ表示可能です。 

  

Cannot calibrate! 
tare is active 

台はかりでテアを実行した場合、以下のメッセージが表示されます。[View]でデータ

を表示し、[untare]でテアをリセットし、[Cancel]で戻ります。 

 
[View]を使用すると、キャリブレーションデータは表示できますが、データを変更できません。 
 

Weighingpoints/WP A/View Calibration     

Max      3000  d      3000 kg 台はかりインターバル数と最大容量 

Scale interval    3000  d          1 kg 台はかりインターバル 

Deadload  at     0.00  kg  0.000000  ひょう量値と mV/V 値によるゼロ点 

Max   at  3000.00  kg  1.000000  ひょう量値と mV/V 値による最大容量 

Calibrated  at 3000.00  kg  1.000000  テスト荷重*と対応する mV/V 値 

Sensitivity   833.33    4.000000  
台はかりインターバルあたりの内部カウント数と

電圧 
  

      
Param      

 
 
キャリブレーションデータとパラメータ（[Param]を使用）は、キャリブレーション中に入力／決定した状態で表示されま

す。 
*mV/V 値での入力後、最大容量と入力した mV/V 値が表示されます。  
 
 

4.5.3.1 内部ひょう量モジュール用の高分解能表示（10 倍） 
 

[Weighingpoints]メニューで、 キーを使用して[internal A/B]を選択すると、ひょう量が 10 倍の分解能で表示されます。こ

のとき、ひょう量単位上に が表示されます。通常の分解能に戻すには、  で選択します。 
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4.5.4 キャリブレーションモードの選択 
 
ソフトキーを使用して[New]または[Modify]を選択できます。 
 

     New Modify Param   

 

4.5.4.1 新規キャリブレーション 
 

-[Weighingpoints]-[Internal X]-[Calib]-[New]からメニューを表示します。 
[New]を押すと、データがデフォルト値に設定されてキャリブレーションを開始します。 
 

Span  and  deadload 
will  be  reset 

確認メッセージが表示されます。 
デフォルト設定を使用する場合は[Continue]を押し、キャンセルする場合は[Cancel]を
押します。 

 
[New]で設定されるデフォルト設定： 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration    
Max       3000  d 3000  kg 
Scale interval 3000  d 1  kg 
Deadload  at  0.000000   
Max  at  1.000000   
Not  calibrated    
Sensitivity 833.33   4.000000   
  
     

    CalcTest 
 
 

4.5.4.2 キャリブレーションの変更 
 

 

[Modify]は、一部を変更（ゼロ点の変更、ゼロ点／スパンでの mV/V 値の使用など）する場合にのみ使用できま

す。それ以外の場合は、必ず[New]を使用してください。 
 

-[Weighingpoints]-[Internal X]-[Calib]-[Modify]からメニューを表示します。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration    
Max       3000  d 3000  kg 
Scale interval 3000  d 1  kg 
Deadload  at 1.07  kg 0.000358  
Max  at 3000.00  kg 1.000000   
Calibrated  at 3000.00  kg 1.000000  
Sensitivity 833.33  4.000000   
  
     

by load by mV/V   CalcTest 
 

ゼロ点に新規の値を設定するには、 を使用して[Deadload]を選択し、[by mV/V]で新規 値を入力するか、台はか

り／ホッパーを解放して[by load]を押します。 
 

Exit calibration  
without CalcTest? 

を押してメニューを終了するとき、テスト値の計算を実行せずにメニューを終了

するかを確認するメッセージが表示されます。 
ここでは[Yes]を選択してメニューを終了します。 
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4.5.5 最大容量の決定（[Max]） 
 
最大容量[Max]は、ひょう量のゼロ点を除き、計測が必要な最大ひょう量です。通常、[Max]値はロードセルの容量（定格

容量×ロードセルの数）未満となります。 
[Max]には、以下の値を入力できます。 
 最大容量 
 0.000 010 から 9 999 990 までの数値 
 単位は kg、t、g、mg、lb、oz。lb、oz は EU および EEC では使用不可 
[Max]は、台はかりインターバルの整数倍値です。最大 7 桁の数値を入力できます。小数点の使用も可能です。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration    
Max 3000  d 3000  kg 

   
 

ひょう量の単位は、 を押して kg から t、g、mg、lb、oz のいずれかに変更できます。 
 

または を押すと、以下の表示とともに変更確認が表示されます。 
 

Setting Max 

 
 
エラーメッセージ 
 

 

このメッセージは、最大容量値が大きすぎる場合（指定した最大容量として計算

された入力電圧が 36mV を超える場合）に表示されます。 

  

Set  Max  failed 
below  calibration 

最大容量値は変更可能です。ただし、小さくした容量値がテスト荷重（[Calibrated 
at]）未満である場合には、メッセージが表示されます。 

  

Set  Max  failed 
too  many  d 

このメッセージは、選択した分解能が高すぎる場合、すなわち台はかりインター

バルあたりの内部カウントが 0.8（d）未満、または商取引き用 OIML/NSC の値が

0.5μV/e 未満の場合に表示されます。 

  

Set  Max  failed 
Max  not  multiple  of  step 

このメッセージは、最大容量が台はかりインターバルの整数倍値ではない場合に

表示されます。 

  

Set  Max  failed 
incompatible  units 

このメッセージは、[Max]の単位を kg から lb に変更した場合など、ひょう量単位

が一致しないことを示します。 

  

Set  span  failed 
no  stability 

このメッセージは、台はかりが不安定な場合に表示されます。 
解決方法：台はかりの機械機能を確認する、フィルタ設定を適用する、分解能を

低く設定する、必要に応じて安定条件を適用する 
 
[OK]を押すと、最大容量に対する入力値がキャンセルされます。 
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4.5.6 台はかりインターバルの決定 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration      

Max       3000  d 3000  kg  

Scale interval 3000  d  1kg を押して、台はかりインターバルとして 

   1、2、5、10、20、50 のいずれかを設定 

 
[Max]で指定したひょう量単位が適用されるため、ここでは単位を変更できません。 

または を押すと、以下の表示とともに変更確認が表示されます。 
 

Setting  Scale interval 

 

Set  Scale interval  failed 
Max  not  multiple  of  interval 

このメッセージは、最大容量が台はかりインターバルの整数倍値ではない場合に表

示されます。 
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4.5.7 ゼロ点の決定 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration    
Max       3000  d 3000  kg 
Scale interval 3000  d 1  kg 
Deadload  at 0.00  kg 0.000000  
Max  at 3000.00  kg 1.000000  
Not  calibrated    
Sensitivity 833.33   4.000000  
   
     

by load by mV/V   CalcTest 
 
空の台はかり／ホッパーをゼロ点として使用するには通常、以下を実行します。 
− 台はかり／ホッパーを解放する 
− [by load]を押す 
 
以下の表示とともに変更確認が表示されます。 
 

Setting  deadload 

 
ゼロ点の mV/V 値が計算された場合、または以前のキャリブレーションからすでに値を把握している場合、[by mV/V]と数

字キーボードから値を直接入力できます。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration 
Max       3000  d 3000  kg 
Scale interval 3000  d 1  kg 
Deadload  at 0.00  kg 0.000000  
Max  at 3000.00  kg 1.000000   
Calibrated  at 3000.00  kg 1.000000   
Sensitivity 833.33   4.000000   
  
     

by load by mV/V   CalcTest 
 
 
エラーメッセージ例 
 

Set  deadload  failed 
above  physmax 

このメッセージは、mV/V で入力したゼロ点と最大容量の合計が 3mV/V（=36mV）を

超える場合に表示されます。 
  

Set  deadload  failed 
no  stability 

このメッセージは、台はかりが不安定な場合に表示されます。 
解決方法：台はかりの機械機能を確認する、フィルタ設定を適用する、分解能を低

く設定する、必要に応じて安定条件を適用する 
  

Set  deadload  failed 
deadload  below  -0.1mV/V 

このメッセージは、[load]を使用してゼロ点を決定する場合に、計測した信号が負

の場合（逆極性に接続した、または不良なロードセル）に表示されます。 
  

Set  deadload  failed 
overflow  in  arithmetics 

このメッセージは、mV/V で入力したゼロ点が 5mV/V を超える場合に表示されま

す。 
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4.5.8 分銅によるキャリブレーション（[by load]） 
 
[by load]を選択すると、キャリブレーションで使用するひょう量値を別のウィンドウに入力できます。  
 

Place  CAL  weight 
on  the  scale  and 

enter  value 

3000  kg 
 

分銅を乗せた後、ひょう量値を入力して で確定します。キャリブレーションで使用するひょう量単位（ で切替え）

は、機器に応じて異なりますが、自動的に変換されます。 
完了すると、以下のメッセージが表示されます。 
 

Setting  span  by  load 

 
ここで、ひょう量値、ひょう量単位、およびこの値に対応する mV/V での計測信号が[Calibrated at]に表示されます。  
 

Set  span  failed 
no stability 

このメッセージは、台はかりが不安定な場合に表示されます。 
解決方法：台はかりの機械機能を確認する、フィルタ設定を適用する、分解能を低

く設定する、および必要に応じて安定条件を適用する 
  

Set  span  failed 
current  load below  deadload 

このメッセージは、ひょう量値の入力後、台はかりのひょう量がゼロ点未満の場合

に表示されます。 

 

次に、[CalcTest]を使用してテスト値を計算します（4.5.13章を参照）。 でキャリブレーションを終了します（4.5.14章を

参照）。 
 
分銅を使用しないスパンの決定 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration 
Max        3000  d 3000  kg 

Scale interval 3000  d 1  kg 

Deadload  at 3.00  kg 0.001000  
Max  at 3000.00  kg 0.000000  
Not  calibrated  

Sensitivity 833.33  4.000000  
   
     

by load by mV/V by data Linear. CalcTest 
 
スパンの mV/V 値が計算された場合（4.5.10章を参照）、または以前のキャリブレーションからすでに値を把握している場

合、[by mV/V]を選択して値を直接入力します。値を入力して で確定すると、以下のメッセージが表示されます。 
 

Setting  span  by  mV/V 

 

次に、[CalcTest]を使用してテスト値を計算します（4.5.13章を参照）。 でキャリブレーションを終了します（4.5.14章を

参照）。 
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4.5.9 ロードセルデータを使用したキャリブレーション（スマートキャリブレーショ

ン） 
 
キャリブレーション対象の台はかりが商取引き用ではない場合、分銅を使用する必要はありません。最も簡単な方法は、

計算を実行せずにロードセルデータを使用する方法です。ほかに mV/V 値を使用する方法もあります（4.5.10章を参照）。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration 
Max       3000  d 3000  kg 

Scale interval 3000  d 1  kg 

Deadload  at 3.00  kg 0.001000  
Max  at 3000.00  kg 0.000000  
Not  calibrated  

Sensitivity 833.33  4.000000  
   
     

by load by mV/V by data Linear. CalcTest 
 
開始するには、[by data]を押します。 

WP A/Calibration/loadcell configuration 

Number  of  loadcells   4 
Nominal  load 3000  kg 

Gravity 9.81379  m/s² 

Hysteresis  error not  specified 

Certified  data all  LC  same 

LC  sensitivity 1.000000  
   
     

Enter Calc    
 

WP A/Calibration/loadcell configuration 

LC  resistance  600.000 Ω 

   
     

Enter Calc    
 
[Number of loadcells]  
パラレル接続されたロードセルの数（1、2...<4>...9、10） 
 
[Nominal load]  
ロードセルの定格荷重 Emax です（台はかりの定格全ひょう量ではない）。 
 
[Gravity]  
設置場所の重力です。デフォルトではハンブルグにおける重力値 9.81379m/s²を使用します。 
 
[Hysteresis error] 
[not specified]から[specified]へ切り替えた場合、[Correction A/B]値を指定する必要があります。データは、ロードセル認証

に記載されています。 
 
[Certified data], [LC sensitivity], [LC resistance] 
[all LC same]を使用する場合、[LC sensitivity]で感度、および[LC resistance]で出力抵抗をそれぞれ指定します。[each LC 
specific]を使用する場合、各ロードセルの個別データを指定します。  
 
[Calc] 
mV/V 値が計算され、[Ok]で値を確定すると、計算された mV/V 値がキャリブレーションデータに保存されます。 
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4.5.10 mV/V 値を使用したキャリブレーション 
 
キャリブレーション対象の台はかりが商取引き用ではない場合、分銅を使用する必要はありません。ロードセルデータを

使用し計算が不要なスマートキャリブレーションでは、製造場所の重力値から設置場所の重力値へ自動的に変換されます。

この方法の詳細については、4.5.9章を参照してください。 
ロードセルの mV/V 値の入力中、設置場所の重力値を適用できます。STAR ロードセルデータは、ハンブルグの重力値

9.81379m/s²に基づいています。 
 
 
ロードセル平均感度の計算： 
D1 仕様のロードセルでは、データシートに記載の感度 C を使用するだけで十分です。 
ロードセル平均感度 CAvr は、以下の式で計算します。 
 

Ran
1 + ... + Ra2

1 + Ra1
1

Ran
Cn + ... + Ra2

C2 + Ra1
C1

  = CAvr  

 
上記の式は、ロードセルの出力抵抗値 Ra がほぼ等価である場合に、以下のように単純化できます。  
 

C  
n
1 = CAvr ∑  

 
 
スパン：入力電圧値（mV/V）の計算 
スパンは、台はかりの最大容量（[Max]）に相対的に等価な入力電圧を mV/V に換算した値です。以下の式で計算します。  
 

cells) load of number * load (nominalcapacity  cell load
[mV/V Cy sensitivit cell loadcapacity  maximum = [mV/V] Span Avr ]  * 

 

 
 
ゼロ点：入力電圧値（mV/V）の計算 
ゼロ点に等価な入力電圧を mV/V に換算した値は、上記の式で指定した最大容量の代わりにゼロ点を使用して算出します。 
通常、ゼロ点の計算は不要です（ロードなしの台はかり／空のホッパー）。台はかりを解放できない場合にのみゼロ点を

算出および mV/V に換算する必要があります。その後、ゼロ点の補正を行い（詳細は4.5.11章を参照）、台はかり／ホッパー

が空のときにその値を使用してゼロ点を再計算します。 
 
例：ロードセル、定格出力 2mV/V、定格荷重 2000kg、ゼロ点 500kg、ロードセル供給電圧 12V  
 

 

すべての設定値はキャリブレーションマスクで明示されます。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration 
Max        1000  d 1000  kg 

Scale interval 1000  d 1  kg 

Deadload  at 500.00  kg 0.500000  
Max  at 1000.00  kg 1.000000  
Calibrated  at 1000.00  kg 1.000000  
Sensitivity 2500.00  12.000000   
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4.5.11 ゼロ点の補正 
 
ゼロ点の増減やゼロ設定レンジを超える機械的変更などによるホッパー／プラットフォームひょう量の変更には、自動ゼ

ロトラッキング機能および手動ゼロ設定は使用できません。ゼロトラッキング機能またはゼロ設定ですでに使用されてい

るレンジは、[Weighingpoints]-[internal A/B]で を押し、10 倍の高分解能で表示できます。元の表示に戻すには、 を再

度押します。 
 

Current  zero  set: 0.123 kg 

 
ゼロ設定レンジがすでに使用されている場合、ほかのキャリブレーションデータ／パラメータに影響を与えることなくゼ

ロ点補正を実行できます（CAL スイッチをオープンに設定する必要あり）。 

補正を実行するには、 -[Weighingpoints]-[Internal X]-[Calib]-[Modify]でキャリブレーションを選択し、[Deadload at]-[by 
load]でゼロ点を決定します（4.5.7章を参照）。 
 

4.5.12 直線化 
 

 -[Weighingpoints]-[Internal X]-[Calib]-[New]/[Modify]を選択し、キャリブレーションを完了後、ソフトキー[Linear.]を使用

して直線化メニューを選択します。 
 
     

by load by mV/V by data Linear. CalcTest 
 
 
[Linear]を選択すると、以下のメニューが表示されます。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration/Linearisation 
Max  at 3000.00  kg 1.000000  
   

  
     

Add   by mV/V by load 
 
[Add]を押すと新規の直線化ポイントが追加されます。ひょう量値を入力し、ひょう量を適用して、[by load]を押します。

次に、ひょう量に対応する値を mV/V で入力します。[mV/V]を押すと、値を直接入力できます。 
 
最大 3 つの直線化ポイントを計算できます。 
直線化ポイントを追加するには[Add]、削除するには[Delete]、変更するには[Change]を押します。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration/Linearisation 
1. Lin.  point 750  kg 0.250010  
2. Lin.  point 1500  kg 0.500020  
3. Lin.  point 2250  kg 0.750040  
Max at 3000.00  kg 1.000000 

  
     

Add Change Delete by mV/V by load 
 

直線化ポイントを選択するには 、削除するには[Delete]、変更するには[Change]を使用します。 
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4.5.13 テスト値の決定と表示 
 
テスト値計算を選択するには、[CalcTest]を押します。識別子 とともに最大容量（Max）がひょう量単位なしで表示さ

れます。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration    
  
     

    CalcTest 
 

キーを使用してテストを呼び出すと、[Calib]-[Param]-[Testmode]の設定に応じて、以下が表示されます。 
 

 
 

Test active 
 

− [Absolute]には、最大容量 
− [Relative]には、テスト値からの偏差 

 
 
 

4.5.14 キャリブレーションの終了と保存 
 

キャリブレーションを終了するには、 を押します。 

 

テスト値の計算を実行せずにメニューを終了するかを確認するメッセージが表示されま

す。 

  

Calibration  not  complete. 
Exit  calibration? 

[New]でキャリブレーション中にすべてのデータを決定した場合を除き（ゼロ点を未設定

／未入力など）、以下のメッセージが表示されます。 
 

[Yes]で確定し、 をもう一度押すと、別のメッセージが表示されます。 
  

Exit  calibration ? 
変更したキャリブレーションデータを保存するには、[Save]を押します。 
[Undo]を押すと、変更したデータは保存されず、ひょう量ポイントの選択メニューへと

戻ります。 
  

Saving  calibration 確定： 

 

Exit  calibration メニューを終了： 

 
Weighingpoints  

Weighingpoint  A  internal  A  

Weighingpoint  B none  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib Param  
 
キャリブレーションの終了後、CAL スイッチを安全な位置に設定してください。詳細については、4.1.1章を参照してくだ

さい。 
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4.5.15 パラメータの入力 
 

 -[Weighingpoints]-[Internal X]-[Calib]-[Param]からメニューを表示します。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration     

Measuretime 
 160  ms  

Digital  filter bessel  

Fcut 3.00  Hz 
フィルタがオフに設定されている場合にのみ、 
メニュー行を表示 

Test  mode absolute  

W & M none  

Stability  time 0.50  s  

Stability  range 1.00  d  

      
 
[Measuretime] 
計測時間を選択します。選択できる値は、5、10、20、40、80、160、320、640、960、1280、1600ms です。商取引きモー

ドでは 1s 以下の値を選択します。 
 
[Digitalfilter] 
デジタルフィルタは、計測時間が 160ms 以下に設定されている場合にのみオンに設定できます。 
選択できるフィルタ特性は、[off]、[bessel]、[aperiod.]、[butterw.]、[tscheby.]です。 
 
[Fcut] 
フィルタのカットオフ周波数（0.1～80Hz）を選択します。これは、設定した計測時間によって異なります。 
 
[Testmode] 
[absolute]では、テストを呼び出すときにテスト値が計算されます。[relative]では、事前に保存されたテスト値からの偏差

が表示されます。詳細については、4.5.13章を参照してください。 
 
[W & M] 
商取引きモードの設定です。選択できるモードは、[none]、[OIML]、[NTEP]（米国向け）、[NSC]（オーストラリア向け）で

す。詳細については、4.5.15.1章を参照してください。 
 
[Stability  time]  [Stability  range] 
安定性検出を実行するには、台はかりの安定性を判断するために上記の 2 つのパラメータを指定する必要があります。安

定性は、[Stability time]で定義された時間内で、[Stability range]で定義された制限値内にひょう量値が保持されるかに基づ

いて判定されます。  
 
[Stability  time] 
秒単位で入力します。指定可能な値は 0.01 秒から 2 秒です（最大許容値は、計測時間×32）。0 秒に設定すると、安定性

チェックは実行されません。指定可能な値は、計測時間以上かつ計測時間の 32 倍以下です。 
 
[Stability  range] 
ひょう量の変化がここで指定したレンジ内にある限り、安定していると判定されます。指定可能な値は、0.01d から

10.00d です。 
商取引きモードでは、1d 以下の値を選択してください。 
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Weighingpoints/WP A/Calibration  

Tare  timeout  2.5  s  

Zeroset  range 50.00  d  

Zerotrack  range 0.25  d  

Zerotrack  step 0.25  d  

Zerotrack  time 0.0  s  

Overload 9  d  

      
 
 
[Tare  timeout] 
実行できないテア／ゼロ設定コマンド（台はかりの機械的な不安定性、不正なフィルタ設定値、高すぎる分解能、厳しす

ぎる安定性条件など）のタイムアウト値を入力します。入力できる値は、0.1 秒から 25 秒です。 
 
[Zeroset  range] 
キャリブレーション中、以下の条件を満たし、ゼロ点により決定されるゼロを中心とした+/-レンジを指定します。 
− 表示されたグロスひょう量は、ゼロ設定キーを押して（または対応する外部コマンドで）ゼロに設定可能 
− 自動ゼロトラッキング機能が有効 

調整可能なレンジ：0.00～10000.00d 
商取引きモードでは、最大値の 2%以下の値を指定してください。例：3000e のとき 60d、class III。 
 
[Zerotrack  range] 
自動ゼロトラッキング機能で偏差が補正されるレンジを指定します。指定できる値は、0.25d から 10000.00d です。 
商取引きモードでは、0.25d を指定してください。 
 
[Zerotrack  step] 
自動トラッキング機能のステップを指定します。指定できる値は、0.25d から 10d です。商取引きモードでは、0.25d を指

定してください。 
 
[Zerotrack  time] 
自動ゼロトラッキングの時間インターバルを指定します。指定できる値は、0.0 秒（トラッキング機能オフ）から 25 秒で

す。 
商取引きモードでは、1 秒を指定してください。 
 
[Overload] 
エラーメッセージを表示されない、最大容量（Max）を超えるひょう量レンジを指定します。指定できる値は、0d から

9999900d です。 
商取引きモードでは、最大 9d=e を指定してください。  
 

Weighingpoints/WP A/Calibration  

Min  50 d  

Range  mode  Single range  
      

 
[Min] 
プリントコマンドを開始可能な最小ひょう量を指定します。指定できる値は、0d から 9999900d です。 
商取引きモードでは、最小 20d を指定してください。  
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4.5.15.1 商取引きモードでの操作 
 

-[Weighingpoints]-[internal A/B]-[Calib]-[Param]-[W&M]では、以下の項目を選択できます。 
[none]、および商取引きモードの[OIML]、[NTEP]、または[NSC] 
 
 [none] [OIML] [NTEP] [NSC] 
表示グロスひょう量     

0.125mV/V @ 30000d 0.125mV/V @ 3000e 0.125mV/V @ 3000e 0.125mV/V @ 3000e 

0.25mV/V @ 60000d 0.25mV/V @  
6000e 

0.25mV/V @  
6000e 

0.25mV/V @  
6000e 

最小計測信号 

 0.42mV/V @ 10000e 0.42mV/V @ 10000e 0.42mV/V @ 10000e 
 
商取引きモードを選択した場合、チェックなしに対応するパラメータ設定（ゼロトラッキングなど）を選択する必要があ

ります。該当する CAL スイッチは、必ず安全な位置で固定してください（4.1.1章を参照）。 
 

 

認証台はかりインターバル（e）よりも台はかりインター

バル（d）が小さい場合、枠付きで桁が追加されます（ク

ラス I または II の台はかりでのみ使用可能）。 

 

4.5.15.2 [Multiple range scale]/[Multi-interval scale] 
 

レンジの選択は、 -[Weighingpoints]-[internal A/B]-[Calib]-[Param]内の 3 つのパラメータで制御されます。 
 

Weighingpoints/WP A/Calibration     

Range  mode  Multiple  range  [Multiple range]または[Multi-interval]を選択 

Range  limit  1 1000  kg レンジ 1 からレンジ 2 への切替えポイント 

Range  limit  2 2000  kg レンジ 2 からレンジ 3 への切替えポイント 

      
 
[Multiple range scale] 
[Range mode] = [Multiple range]に設定した場合、台はかりには異なる分解能の最大 3 つのレンジが設定されます。 
[Range limit 1]および[Range limit 2]の切替えポイントが各レンジの制限値です。グロスひょう量がレンジ 1 を超えると、次

に高いインターバルの次に高いレンジが有効となります（1->2->5->10->20->50->100->200）。ひょう量を減らすと、以

前のレンジのインターバルが保持されます。グロスひょう量がレンジ 1 の 0.25d 以下であり、台はかりが安定かつテアが

未実行の場合には、レンジ 1 および対応するインターバルへと戻ります。 
 
[Multi-interval scale] 
[Range mode] = [Multi-interval]に設定した場合、台はかりには異なる分解能の最大 3 つのレンジが設定されます。各レンジ

には、対応するインターバルが設定されます。[Multiple range]とは異なり、インターバルの切替えはひょう量を減らした

とき（ひょう量がレンジ制限値未満となった時点）にも発生します。 
キャリブレーション中、マルチレンジ／マルチインターバル機能は、常にオフに設定されます。 
ひょう量表示ヘッダでは、現行レンジ（R1、R2、R3）、最大値、最小値、および d 値（商取引き用機器の場合は e 値）が

表示されます（例：レンジ 2 設定のマルチレンジ台はかり）。 
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4.6 [liquid]および[user]の設定 
 
物理的なひょう量ポイントを、ロジックひょう量ポイント（WP-A、WP-B、WP-C、WP-D）に割り当てることができます。

詳細については、4.4.章を参照してください。割当て後、ひょう量ポイントを設定する必要があります。設定方法は、台

はかりの種類によって異なります。 
 

4.6.1 液体カウンタ用のひょう量ポイント機能 
 
[liquid 1/2]の各ひょう量ポイントでは、パルス（カウント）に対するデジタル入力が必要です。Slot 1 に装着したプラグイ

ンカードのチャンネル 6（liquid 1）およびチャンネル 5（liquid 2）は固定されたアドレスです。 
 

Weighingpoints  
Weighingpoint  A internal  A  

Weighingpoint  B  liquid  1  を使用して[liquid 1]を選択 
Weighingpoint  C none  
Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib Param  
 
液体カウンタは、[Config]で設定します。 
 

Weighingpoints/WP B  
Type liquid  1  

W & M  none  

Max  1000  kg  
Scale interval 1  
Scale Weight  / 1  kg  
/  Scale Counts 1 cnt  
Overload 9 d  
Min 0 d  
Update time 0.3 s  

 
[W&M]、[Max]、[Scale interval]、[Overload]、[Min]は、内部ひょう量ポイントの各項目と同じです。 
 
[Scale Weight /] 

カウントあたりの増加ひょう量を入力します。単位は で切替え可能です。 
 
[/ Scale counts] 
[Scale Weight /]で入力した増加ひょう量に対するパルス数（1～65 000）です。 
 
[Update time] 
新規ひょう量値に更新される時間です。 
 

4.6.2 ユーザー台はかりのひょう量ポイント機能 
 
メニュー項目は、[liquid]の各項目と、以下の項目で構成されます。 
 
[SPM marker address] 
パルスが保存される SPM アドレスです。 
 

Weighingpoints/WP B  

Type user  

SPM  marker  address 32  
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4.7 xBPI 台はかり 
 
Combics Pro は、xBPI プロトコルを使用して台はかり（Combics1 など）またはプラットフォーム（ひょう量モジュール）との

通信を行えます。最大 2 台の機器とシリアルインターフェース（PR 5510/04 または Builtin）を使用して接続可能です（4.4
章を参照）。その場合の通信はシリアルで行います。外部台はかりの変数およびデジタル入出力は、Combics Pro SPM では

提供されません。 
ひょう量の決定や通信は、台はかり／プラットフォーム（ひょう量モジュール）の機器に依存します。7 桁の数値と符号

で構成されるひょう量値を表示可能です。最大容量（Max）は、台はかり内で調整するかプラットフォームですでに設定

済みのため、xBPI プロトコルを使用して変更できません。 
 

 

 
 

 

4.7.1 シリアルポート通信での xBPI のセットアップ 
 

台はかり／プラットフォームが接続されるインターフェースの決定と設定は、 -[Serial ports parameter]で行います。 
 

Setup  

Serial  ports  parameter  と 

Change  Date & Time  を使用して[Serial ports parameter]を選択 
 

Setup/Serial ports  
Console -  none  -  
Printer Builtin  RS 232  
Remote  display Slot1  RS232  
JBUS/MOD-Bus -  none  -  

xBPI-Port  1 
 Slot2  RS485 

を使用して XBPI 台はかりのインターフェース

を選択 
xBPI-Port  2 -  none  -  
   

      
Param     [Param]を押す 

 
Setup/Serial ports/Slot2  RS485 [Param]を押すと、メニューを表示 

Assigned  to XBPI-Port  1 を使用して以下のパラメータを設定 
Protocol xBPI  

Baudrate 
 9600 9600、19200、または 38400 

Bits 8  
Parity odd  
Stopbits 1 1 または 2 
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4.7.2 xBPI 台はかりの機能 
 
xBPI 台はかりを使用する場合、アプリケーションに応じてテア機能の詳細を決定する必要があります。特に、更新時間の

指定が必要です。さらに、商取引き用ひょう量の場合には、xBPI 台はかり／ひょう量モジュールのシリアル番号を指定し

てください。 
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A internal  A  

Weighingpoint  B  xBPI-Scale  1 を使用して[xBPI-Scale 1]を選択  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib   
 
xBPI 台はかりは、[Config]で設定します。 
 

Weighingpoints/WP B  

Type XBPI-Scale  1  

W & M  none  

Tare  timeout Local  

Update  time 0.3 s  

Serial  number 0  

SBN  Address 0 

      
 
[W&M] 

を使用して、W&M モードの[none]、[OIML]、[NTEP]を選択します。 
 
[Tare timeout] 
ゼロ設定またはテアコマンド実行の待ち時間です。xBPI 台はかりで、指定された時間内にコマンドが実行されなかった場

合、アクションは中止されます。 
 
[Update time] 
外部台はかりからのひょう量値の保存の時間インターバルを指定します（50ms～2s）。 
 
[Serial number] 
接続された xBPI 台はかり／ひょう量モジュールのシリアル番号です。商取引き用アプリケーションではこの番号の

チェックが必要となります。シリアル番号として 0 を指定すると、チェックが省略されます。 
 
[SBN Address] 
0 以外のアドレスを指定すると、バス操作がアクティブになります。指定可能なアドレスは、1 から 31 までの数値です。

最大 31 台の xBPI 台はかりをバスラインで操作できます。アドレスは表示部に表示されます。 
 
例：WP-C のアドレス 31 
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4.7.3 xBPI プラットフォームの設定 
 
xBPI プラットフォームでは、各種操作モード（シングルレンジ、マルチレンジなど）を選択するための仕様ブロックが提

供されます。 
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A  xBPI-Scale  1 を使用して[xBPI-Scale 1]を選択  

Weighingpoint  B none  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

   

     
Setup Config Calib   次に を押して[Setup]を選択 

 
[Setup]を選択して、xBPI 台はかりからパラメータを読み込みます。 
 

Weighingpoints/xBPI Scale setup  

Reading  parameters  

model   

metrologie  進捗状況を示すチェックマーク 

device  info   

settings   

      
 

Retrieve  failed 
timeout  in  communication xBPI 台はかりとの通信が確立されない場合は、エラーメッセージを表示 

 
Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration   

Configuration   

Select  を使用して[Select]を選択し、 

Show  device  info  で確定 
      

 
仕様ブロックの選択 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Select 1   

Select 2   

Select 3  を使用してブロックを選択し、 

Select 4  で確定して、 で終了 
 

Save  changes ? 
[YES]を押してデータを保存、 
または[NO]を押してデータを変更せずにメニューを終了 

 
Weighingpoints/xBPI Scale setup  

Saving  changes  parameters  

download  values   

write  nonvolatile  進捗状況を示すチェックマーク 

reconfig  system   

 



運転 Combics Pro Weighing Terminal セットアップマニュアル 

92 Sartorius 

4.7.4 xBPI 台はかりのパラメータ 
 

台はかりのパラメータは、 -[Weighingpoints]-[xBPI-Scale 1/2]-[Setup] / [Configuration]で変更できます。パラメータを入力

する前にプロトコルを決定し（4.7.1章を参照）、Combics Pro と台はかり／プラットフォーム間の通信を確立する必要があり

ます。 
 

Weighingpoints  

Weighingpoint  A  xBPI-Scale  1 を使用して[xBPI-Scale 1]を選択  

Weighingpoint  B none  

Weighingpoint  C none  

Weighingpoint  D none  

  
     

Setup Config Calib Param  次に を押して[Setup]を選択 
 
[Setup]を選択すると、Combics Pro は xBPI 台はかりからパラメータをロードします。 
 

Weighingpoints/xBPI Scale setup  

Reading  parameters  

model   

metrologie   

device  info   

settings   

      
 

Retrieve  failed 
timeout  in  communication xBPI 台はかりとの通信が確立されない場合は、エラーメッセージを表示 

 
Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration   

Configuration  を使用して[Configuration]を選択し、 

Select  で確定 

Show  device  info   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Weighing  parameters  詳細な手順については、4.7.5章を参照 

Application  settings   

Interface  settings   

      
 
パラメータを変更し、メニューを終了すると、以下のメッセージが表示されます。 
 

Save  changes ? 
[YES]を押してデータを保存、 
または[NO]を押してデータを変更せずにメニューを終了 
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4.7.5 xBPI パラメータ表 
 

以下の表では、 -[Weighingpoints]-[xBPI-Scale 1/2]-[Setup]-[Configuration]-[Weighing parameters]/[Application 
settings]/[Interface settings]で入力が必要なパラメータを示します。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Ambient  conditions  Very  stable  cond.1 を使用してパラメータを選択し、 

Application/Filter standard  mode で確定 
Stability  range 1  digit  
   

 
[Weighing parameters] 
 
 - Ambient conditions 

（周囲条件） 
 

   
  - Very stable cond. 

（極めて安定） 
  - Stable conditions 

（安定） 
  - Unstable cond. 

（不安定） 

  - Very unstable cond 
（極めて不安定） 

   
 - Application/Filter 

（アプリケーション／フィルタ） 
 

   
  - standard mode 

（標準モード） 
  - manual filling 

（手動はかり込み） 
  - automatic dosing 

（自動投与） 
  - checkweighing 

（チェックひょう量） 

   
 - Stability range 

（安定性レンジ） 
 

   
  - 0,25 digit（0,25 桁） 
  - 0,5 digit（0,5 桁） 
  - 1 digit（1 桁） 
  - 2 digit（2 桁） 
  - 4 digit（4 桁） 
  - 8 digit（8 桁） 
   
 - Stability symb.delay 

（安定性記号ディレイ） 
 

   
  - no delay 

（ディレイなし） 
  - short delay 

（短いディレイ） 
  - long delay 

（長いディレイ） 
  - extrem long delay 

（極めて長いディレイ） 
 
 

 
 - Tare parameter 

（テアパラメータ） 
 

   
  - at any time 

（任意時） 
  - not until stable 

（安定時） 
   
 - Auto zero function 

（自動ゼロ点調整） 
 

   
  - Auto Zero on 

（自動ゼロ点調整オン） 
  - Auto Zero off 

（自動ゼロ点調整オフ） 
   
 - Adjustment function 

（調整機能） 
 

   
  - ext.adj.w.fact.wt. 

（ファクトリ分銅で外部調整） 
  - ext.adj.w.user.wt. 

（ユーザー分銅で外部調整） 
  - ext.adj.w.pres.wt. 

（プリセット分銅で外部調整） 
  - internal adjust 

（内部調整） 
  - ext.lin.w.fact.wt. 

（ファクトリ分銅で外部直線化） 
  - ext.lin.w.pres.wt. 

（プリセット分銅で外部直線化） 
  - Confirm preload 

（プリロードを確定） 
  - Delete preload 

（プリロードを削除） 

  - adjust disabled 
（調整を disabled） 

   
 - Confirming adjust. 

（調整を確定） 
 

   
  - automatically（自動） 
  - manual（手動） 
   
 - Zero range 

（ゼロレンジ） 
 

   
  - 1% of max load 

（最大荷重の 1%） 
  - 2% of max load 

（最大荷重の 2%） 
  - 5% of max load 

（最大荷重の 5%） 

 
 - Power-On zero range（電源

投入時ゼロレンジ） 
 

   
  - factory settings 

（工場出荷時設定） 
  - 2% of max load 

（最大荷重の 2%） 
  - 5% of max load 

（最大荷重の 5%） 
  - 10% of max load 

（最大荷重の 10%） 
  - 20% of max load 

（最大荷重の 20%） 
   
 - Power-On tare/zero 

（電源投入時テア／ゼロ） 
 

   
  - activ（アクティブ） 
  - inactiv 

（非アクティブ） 
  - only for zeroing 

（ゼロ点調整のみ） 
   
 - Measure rate 

（計測レート） 
 

   
  - normal output 

（通常出力） 
  - fast output 

（高速出力） 
   
 - Calibration check 

（キャリブレーションチェック） 
 

   
  - Off（オフ） 
  - Calibration prompt 

（キャリブレーション 
プロンプト） 

   
 - External adjustment 

（外部調整） 
 

   
  - Accessible 

（アクセス可能） 
  - Blocked（遮断） 
   
 - Maximum capacity 

（最大容量） 
 

   
  - reduced by preload 

（プリロードにより引下げ） 
  - constant（一定） 
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  - 10% of max load 
（最大荷重の 10%） 
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[Application settings] 
 
 - Application Tare 

（アプリケーションテア） 
 

   
  - Accessible 

（アクセス可能） 
  - Blocked（遮断） 
   
 - Number of ranges 

（レンジ数） 
 

   
  - 1 weighing range 

（1 ひょう量レンジ） 
  - 2 weighing ranges 

（2 ひょう量レンジ） 
  - 3 weighing ranges 

（3 ひょう量レンジ） 
   
 - Weight unit 1 

（ひょう量単位 1） 
 

   
  - gramm          g 

（グラム g） 
  - kilogram      kg 

（キログラム kg） 
  - Carat         ct 

（カラット ct） 
  - Pound         lb 

（ポンド lb） 
  - Unze          oz 

（オンス oz） 
  - Troy unze    ozt 

（トロイオンス ozt） 
  - Tael Hongkong  tlh 

（香港テール tlh） 
  - Tael Singapur  tls 

（シンガポールテール tls） 
  - Tael Taiwan    tlt 

（台湾テール tlt） 
  - grain           GN 

（グレイン GN） 
  - pennyweight    dwt 

（ペニーウェイト dwt） 
  - milligramm      mg 

（ミリグラム mg） 
  - Parts/pound    /lb 
  - Tael china     tlc 

（中国テール tlc） 
  - Momme          mom 

（もんめ mom） 
  - Karat            k 

（カラット k） 
  - Tola           tol 

（トウラ tol） 
  - Baht           bat 

（バーツ bat） 
  - Mesghal          m 
  - Tonne            t 

（トン t） 
   
 - Output values 1 

（出力値 1） 
 

   
  - basic accuracy 

（基本精度） 
  - reduced when moved 

（移動時に引下げ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 - Weight unit 2 

（ひょう量単位 2） 
 

   
  - gramm          g 

（グラム g） 
  - kilogram      kg 

（キログラム kg） 
  - Carat         ct 

（カラット ct） 
  - Pound         lb 

（ポンド lb） 
  - Unze          oz 

（オンス oz） 
  - Troy unze    ozt 

（トロイオンス ozt） 
  - Tael Hongkong tlh 

（香港テール tlh） 
  - Tael Singapur  tls 

（シンガポールテール tls） 
  - Tael Taiwan    tlt 

（台湾テール tlt） 
  - grain           GN 

（グレイン GN） 
  - pennyweight    dwt 

（ペニーウェイト dwt） 
  - milligramm      mg 

（ミリグラム mg） 
  - Parts/pound    /lb 
  - Tael china     tlc 

（中国テール tlc） 
  - Momme          mom 

（もんめ mom） 
  - Karat            k 

（カラット k） 
  - Tola           tol 

（トウラ tol） 
  - Baht           bat 

（バーツ bat） 
  - Mesghal          m 
  - Tonne            t 

（トン t） 
   
 - Output values 2 

（出力値 2） 
 

   
  - basic accuracy 

（基本精度） 
  - reduced when moved 

（移動時に引下げ） 
  - one level lower 

（1 レベル引下げ） 
  - two levels lower 

（2 レベル引下げ） 
  - three levels lower 

（3 レベル引下げ） 
  - 1% 
  - 0,5% 

" 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 - Weight unit 3 

（ひょう量単位 3） 
 

   
  - gramm          g 

（グラム g） 
  - kilogram      kg 

（キログラム kg） 
  - Carat         ct 

（カラット ct） 
  - Pound         lb 

（ポンド lb） 
  - Unze          oz 

（オンス oz） 
  - Troy unze    ozt 

（トロイオンス ozt） 
  - Tael Hongkong tlh 

（香港テール tlh） 
  - Tael Singapur tls 

（シンガポールテール tls） 
  - Tael Taiwan   tlt 

（台湾テール tlt） 
  - grain          GN 

（グレイン GN） 
  - pennyweight   dwt 

（ペニーウェイト dwt） 
  - milligramm     mg 

（ミリグラム mg） 
  - Parts/pound   /lb 
  - Tael china    tlc 

（中国テール tlc） 
  - Momme         mom 

（もんめ mom） 
  - Karat           k 

（カラット k） 
  - Tola          tol 

（トウラ tol） 
  - Baht          bat 

（バーツ bat） 
  - Mesghal         m 
  - Tonne           t 

（トン t） 
   
 - Output values 3 

（出力値 3） 
 

   
  - basic accuracy 

（基本精度） 
  - reduced when moved 

（移動時に引下げ） 
  - one level lower 

（1 レベル引下げ） 
  - two levels lower 

（2 レベル引下げ） 
  - three levels lower 

（3 レベル引下げ） 
  - 1% 
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  - one level lower 
（1 レベル引下げ） 

  - two levels lower 
（2 レベル引下げ） 

  - three levels lower 
（3 レベル引下げ） 

  - 1% 
  - 0,5% 
  - 0,2% 
  - 0,1% 
  - 0,05% 
  - 0,02% 
  - 0,01% 
  - Multiinterval 

（マルチインターバル） 
  - increased by 10 

（10 引上げ）  

  - 0,2% 
  - 0,1% 
  - 0,05% 
  - 0,02% 
  - 0,01% 
  - Multiinterval 

（マルチインターバル） 
  - increased by 10 

（10 引上げ）  

  - 0,5% 
  - 0,2% 
  - 0,1% 
  - 0,05% 
  - 0,02% 
  - 0,01% 
  - Multiinterval 

（マルチインターバル） 
  - increased by 10 

（10 引上げ） 
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[Interface settings] 
 
 - Communication type 

（通信タイプ） 
 

   
  - SBI protocol 

（SBI プロトコル） 

  - xBPI protocol 
（xBPI プロトコル） 

   
 - Baudrate for SBI 

（SBI ボーレート） 
 

   
  - 150 baud（150 ボー） 

  - 300 baud（300 ボー） 
  - 600 baud（600 ボー） 
  - 1200 baud（1200 ボー） 
  - 2400 baud（2400 ボー） 
  - 4800 baud（4800 ボー） 
  - 9600 baud（9600 ボー） 
  - 19200 baud（19200ボー） 

   
 - Parity for SBI 

（SBI のパリティ） 
 

   
  - Mark（マーク） 
  - Space（スペース） 
  - Odd（奇数） 
  - Even（偶数） 
 
 

 
 - Stop bits 

（ストップビット） 
 

   
  - 1 stop bit 

（1 ストップビット） 
  - 2 stop bits 

（2 ストップビット） 
   
 - Handshake 

（ハンドシェイク） 
 

   
  - software handshake 

（ソフトウェアハンドシェイク） 

  - CTS with 2 chr.pau 
（CTS 後 2 文字） 

  - CTS with 1 chr.pau 
（CTS 後 1 文字） 

   
 - Data output print 

（データ出力プリント） 
 

   
  - on requ always 

（常に要求） 

  - on requ when stab 
（安定時に要求） 

  - on requ with store 
（保存時に要求） 

  - auto（自動） 
  - auto when stable 

（安定時に自動） 
   
 - Auto print 

（自動プリント） 
 

   
  - start/stop by ESCP 

（ESCP で開始／停止） 
  - not stoppable 

（停止不可） 
 

 
 
 
 
 - Output format 

（出力フォーマット） 
 

   
  - without ID 16 byte 

（ID 16 バイトなし） 
  - with ID    22 byte 

（ID 22 バイト付き） 
   
 - Data output interval 

（データ出力インターバル） 
 

   
  - with each display 

（表示ごと） 
  - after     2 updates 

（更新 2 回後） 
  - after     5 updates 

（更新 5 回後） 
  - after   10 updates 

（更新 10 回後） 
  - after   20 updates 

（更新 20 回後） 
  - after   50 updates 

（更新 50 回後） 
  - after 100 updates 

（更新 100 回後） 
   
 - Parameter change 

（パラメータ変更） 
 

   
  - can be changed 

（変更可能） 
  - cannot be changed 

（変更不可）  

 



運転 Combics Pro Weighing Terminal セットアップマニュアル 

98 Sartorius 

4.7.6 xBPI ゼロ点設定 
 

ゼロ点／プリロードは、 -[Weighingpoints]-[xBPI-Scale 1/2]-[Setup]-[Calibration]で調整できます。ザルトリウス製品では、

「ゼロ点」および「プリロード」の両表現を使用します。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration  を使用して[Calibration]を選択し、 

Configuration  で確定 

Select   

Show  device  info   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Deadload   

Set  を使用して[Set]を選択し、 

Delete  で確定 

Span   

Adjust  with  user  weight   

Adjust  with  auto  weight   

      
 
ゼロ点を設定するには、台はかりから分銅を外し、[Set]を選択します。コマンド送信後、グロスひょう量表示に 0 が表示

されます。 
 
保存されたゼロ点を削除できます。 
台はかりから分銅を外し、[Delete]を選択します。保存されたゼロ点が削除されます。ひょう量表示部に瞬間ゼロ点が表示

されます。 
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4.7.7 内蔵分銅による xBPI キャリブレーション 
 

-[Weighingpoints]-[xBPI-Scale 1/2]-[Setup]-[Calibration]-[Adjust with intern weight]で、台はかりの内蔵分銅によるキャリブ

レーションを実行できます。キャリブレーション実行前に、プロトコル（4.7.1章を参照）および WP（4.4章を参照）を決

定する必要があります。加えて、Combics Pro と台はかり／プラットフォーム間の通信が確立されている必要があります。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration  を使用して[Calibration]を選択し、 

Configuration  で確定 

Select   

Show  device  info   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Deadload   

Set   

Delete   

Span   

Adjust  with user  weight   

Adjust  with auto  weight   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Adjust  with  default  weight   

Adjust with  intern  weight  
を使用して[Adjust with intern weight]を選択

し、 で確定 
      

 
以下のメッセージとともに手順が表示されます。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration status Motor in motion キャリブレーションの進捗状況を表示 

   

      
Accept Res Error Abort    

 
[Accept]を選択すると、データが保存され、機器では対応メッセージが表示されます。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration status complete  
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4.7.8 ユーザー分銅を使用した xBPI キャリブレーション 
 

-[Weighingpoints]-[xBPI-Scale 1/2]-[Setup]-[Calibration]-[Adjust with user weight]で、台はかりのユーザー分銅によるキャリ

ブレーションを実行できます。このメニューで設定を行う前に、プロトコル（4.7.1章を参照）およびひょう量ポイントの

割当て（4.4章を参照）を決定する必要があります。加えて、Combics Pro と台はかり／プラットフォーム間の通信が確立

されている必要があります。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration  を使用して[Calibration]を選択し、 

Configuration  で確定 

Select   

Show  device  info   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Deadload   

Set   

Delete   

Span   

Adjust  with user  weight  
を使用して[Adjust with user weight]を選択し、

で入力 

Adjust  with auto  weight   

      
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration  を使用して[Calibration]を選択し、 

Configuration  で確定 

Select   

Show  device  info   

      
 
 

ユーザー分銅の入力  
2.000  kg 以前に保存されたユーザーひょう量値を表示。変更可能 

 
Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration  status Load  too  small 分銅を使用しないキャリブレーションの進捗状況 

Cal-Target 2.000  kg ターゲットひょう量 

--  高分解能 

 
ひょう量の適用後、偏差が表示されます。[Accept]を選択すると、[xBPI Scale adjust]メニューに戻ります。 
パラメータ[Confirming adjust.]を[automatically]に設定した場合は、[Accept]による確定は不要です。 
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4.7.9 自動ひょう量検出による xBPI キャリブレーション 
 
この手順は、4.7.7章“内蔵分銅による xBPI キャリブレーション”の手順と類似しています。 
ただし、[Adjust with intern weight]の代わりに[Adjust with auto weight]機能を選択します。 
 
 

4.7.10 デフォルト分銅による xBPI キャリブレーション 
 
この手順は、4.7.7章“内蔵分銅による xBPI キャリブレーション”の手順と類似しています。 
ただし、[Adjust with intern weight]の代わりに[Adjust with default weight]機能を選択します。 
 
 

4.7.11 xBPI デバイス情報 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Calibration   

Configuration   

Select   

Show  device  info  を使用して[Show device info]を選択し、 で

確定 
      

 
機器からは、以下の情報が読み取られ、[Show device info]で表示されます。 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup  

Model  name IS12CCE  -SOCE  

Version 00-20-12  

Serial  no. 12809189  

User  id Superweigher ユーザー名 

Manufacturer  id Sartorius  

SBN 1 インターフェースにおける xBPI のアドレス 1～31 

      
Set User Set SBN     

 
[Set User]でユーザー名を入力し、[Set SBN]で SBN アドレスを設定します（4.7.2章を参照）。 
 
 

4.7.12 xBPI 台はかりのエラーメッセージ 
 

Weighingpoints/xBPI  Scale  setup 
temporary  error Not  zero  at  CalStart 

  

このメニューは、キャリブレーション中にエラーが

発生した場合に表示（この例では、台はかりが 0 で

はない） 

     
Accept Res Error Abort   エラー内容を確認したら[ResError]を押す 

 
正しいシーケンスが実行されなかった場合（xBPI 台はかりの不具合ではない）では[temporary error]が発生します。このエ

ラーも内容を確認したら[ResError]でリセットします。 
台はかりの動作に応じて、機器はキャリブレーション（調整）レベルに保持されます。 
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4.8 エラーメッセージ 
 

4.8.1 ひょう量表示部に出力されるエラーメッセージ 
 
内部ひょう量モジュールおよび外部ひょう量機器では、生成されたエラーメッセージがひょう量表示部に出力されます。

1 つ以上のひょう量ポイントが割り当てられている場合には、 を使用して台はかり間を切り替えられます。メッセー

ジは、プレーンテキスト（英語）で表示されます。 
 

 
 
 
ひょう量表示部に出力されるエラーメッセージ 
Arith err 内部演算オーバーフロー（不正なキャリブレーション値）。 
Overload 入力電圧が Max +内部過荷重の値を超えた。 
No EOC  入力信号が許容上限である 36mV を超えた。ただし、エラー原因は、アナログ部やロー

ドセルの不具合、またはケーブル断線の可能性もある。 
no dspl ひょう量値が表示可能な桁数を超えた。 
Not a number xBPI の値が数値ではない。 
No sense voltage センシングラインまたは電源ラインが遮断された／逆極性に接続された／センシング電

圧が低い。 
Negative Input 入力電圧がマイナス極性（ロードセルの信号または電圧の逆極性）である。 
bad unit ひょう量単位に互換性がない。 
no values from scale ひょう量ポイントとの通信がない。 
test active テストモードにあるため、ひょう量がない。 
no wgt-dat 台はかりがグロスモードであるため、ネットひょう量／テアひょう量がない。 
scale not ready 台はかりが起動していない。 
bad serial number 一致するシリアル番号がない。 

 
 

 

マイナス入力 マイナスひょう量 指示値レンジ 過荷重 EOC なし 
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4.9 基本パラメータの設定 
 
内部ひょう量ポイントに関連しないパラメータの設定は、いくつかのセクションに分類されています（4.3.5章を参照）。 
 

4.9.1 時計（日付と時刻） 
 

で日付と時刻を設定するには、[Change Date & Time]を選択します。 
 

Setup/Clock  

Date 2005-08-17 日付と時刻は上書き可能 

Time 16:21:52  

  

 
 

4.9.2 シリアルポート 
 

シリアルインターフェースを設定するには、 を押して[Serial Ports]を選択します。 
 

Setup  

Serial  ports  parameter  と 

Change  Date & Time  を使用して[Serial ports parameter]を選択 

Operating  parameter   

Fieldbus  parameter   

Network  parameter   

Weighingpoints   

Display  settings   

System  functions   

License  settings   

      
 

Setup/Serial ports  

Console -  none  -  

Printer 
 Builtin  RS232  

Remote  display Slot1  RS232  

JBUS/MOD-Bus Slot2  RS485  

xBPI-Port  1 Slot2  RS232  

xBPI-Port  2 Slot3  RS485  

Not assigned   

 Slot1  RS485  

 Slot3  RS232  

     Param      

 
[Console] 
VDU 端末または端末シミュレーションプログラムがインストールされた PC をコンソールとして接続できます。ただし、

このコンソールは、機器設定を行うためのコンソールとしては機能しません。 
コンソールは、アプリケーションプログラムからのみ操作できます。メニューは、[Printer]の項目と同じですが、

[Protocol] [XON/XOFF]は変更できません。 
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[Printer] 
プリンタが接続されているシリアルインターフェースを選択します。[Param]で通信に関する項目を設定します。 
 

Setup/Serial ports/Builtin RS232  

Assigned  to Printer を押して以下のパラメータを設定： 

Protocol 
 XON/XOFF XON/XOFF、RTS/CTS、W&M Printer、no protocol 

Baudrate 9600 bd 300、600、1200、2400、4800、9600、19200、38400 

Bits 7 7、8 

Parity even none、odd、even 

Stopbits 1 1、2  

Output  mode raw raw、CR/LF translation 

      
 
[Remote display] 
リモート表示器が接続されているシリアルインターフェースを選択します。[Param]で[Baudrate]を設定します。 
 

Setup/Serial ports/Builtin RS232  

Assigned  to Remote  display  

Protocol Remote  display  

Baudrate 
 9600  bd を使用して[Baudrate]を選択し、 

Bits 7 でボーレートを設定 
Parity even  

Stopbits 1  

      
 
ボーレートは、300、600、1200、2400、4800、または 9600 を選択できます。ほかのパラメータ（グレー表示された項

目）は、変更できません。 
 
[JBUS/MOD-Bus] 
 

Setup/Serial ports/Builtin RS232  

Assigned  to JBUS/MOD-Bus  

Protocol JBUS/MOD-Bus  

Baudrate 
 9600  bd を使用して[Baudrate]を選択し、 

Bits 8 でボーレートを設定 

Parity even を使用してパリティとして none、odd、even
のいずれかを選択 

Stopbits 1  

Slave 1 アドレスを 1～255 から選択 

      
 

で[Serial ports parameter]のセットアップメニューに戻ります。このメニューを終了すると（最低 1 つのパラメータを変

更）、以下のメッセージが表示されます。 
 

Save settings 
 

Starting JBUS/MOD-Bus 
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4.9.3 操作パラメータ 
 

基本パラメータの設定は、 -[Operating parameter]で行います。 
 

Setup/Operating parameter  

Operating language   English  

PS/2  Keyboard  Layout English QWERTY  

Tare  key tare & reset  tare  

Set  zero  key only  when  not  tared  

Software  download protected  by  setup  

Keyclick  duration 40  ms  

Color  set daylight  

      
 
[Operating language]  

メニュー項目の表示言語を[English]、[Deutsch]、[Francais]、[Italiano]、[Espanol]から を使用して選択できます。 
 
[PS/2 Keyboard Layout]  
接続するキーボードを[English QWERTY]、[German QWERTZ]、[French AZERTY]、[Italian QWERTY]、[Spanish QWERTY]から選択し

ます。 
 
[Tare key]  
キーパッド上のテアキーの機能を切り替えられます。 
[tare & reset tare]を設定すると、テアが未実行の場合は台はかりでテアを実行し、テアをすでに実行している場合はテアを

リセットします。 
[tare & tare again]を設定すると、瞬間値が必ずテアメモリに保存され、キーを押すことでネットひょう量として 0 が表示

されます。  
[disabled]を設定すると、テアキーの機能が無効になります。 
 
[Set zero key] 
キーパッド上のゼロ設定キーの機能を[only when not tared]の場合にグロスモードに限定できます。[reset tare on zeroset]を
選択すると、ゼロ設定キーは自動的にグロスモードに切り替わります。これらの設定でゼロ設定キーの操作が有効になら

ない場合、調整されたゼロ設定レンジ（ゼロ点とともに設定されたゼロ周辺）が以前のゼロ設定操作／自動ゼロ設定で使

用されたことが原因です。 
[disabled]を設定すると、キーの機能が無効になります。 
 
[Software download] 
新規アプリケーションがネットワークを使用して（開発ツール PR 1750/60 の利用などにより）機器にロードされ起動され

ることを防ぐために、ダウンロード機能を[protected by setup]で禁止できます。このとき、機能を有効に戻すにはキーパッ

ドで切り替えます。[always enabled]を設定すると、ダウンロードは常に有効になります。 
 
[Keyclick duration]  
キーを押したときの信号音の長さを 0（オフ）から 10、20、30、<40>、50、100、200、または 400 に変更できます。 
 

Save  changes ? でメニューを終了します。[YES]を押してデータを保存、または[NO]を押してデータを

変更せずにメニューを終了します。 

 

4.9.4 フィールドバスのパラメータ 
 

Setup  
Serial  ports  parameter  
Change  Date & Time   
Operating parameter  

Fieldbus  parameter と を使用して[Fieldbus parameter]を選択 
  

 
このメニュー項目は、Slot 4 に PR 1721/3x カードが装着されている場合にのみ選択可能です。 
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4.9.4.1 PR 1721 プロトコル 
 
取り付けたフィールドバスに応じて、対応するプロトコルが自動的に表示されます。 
PR 1721/32 の場合は[Interbus-S]、PR 1721/31 の場合は[Profibus-DP]、PR 1721/34 の場合は[DeviceNet]です。 
 

Setup/Fieldbus parameter  
PR1721  protocol Profibus-DP  

 
[Scale interface]を[disabled]に設定すると、ひょう量値および状態の転送は実行されません。 
インターフェースのタイプに応じて、以下に挙げるパラメータが必要となります。 
 
 
[Interbus-S] 
 

Setup/Fieldbus parameter  
PR1721  protocol Interbus-S   

I/Os 20  Byte  I/O を使用して 8、16、20 を選択 

Scale  interface  disabled を使用して[disabled]、[A]、[A+B]を選択 
  
 
Interbus に対しては、[I/Os]で 8、16、20 バイトの I/O を設定できます。 
 
 
[Profibus-DP] 
 

Setup/Fieldbus parameter  
PR1721  protocol Profibus-DP  

I/Os 20  Byte  I/O を使用して 8、16、20 を選択 
Profibus-DP  address 1  

Scale  interface  disabled を使用して A、A+B、A+B+C、 
 A+B+C+D を選択 
 
 
[DeviceNet] 
 

Setup/Fieldbus parameter  
PR1721  protocol DeviceNet  

I/Os 20  Byte  I/O を使用して 8、16、20、20、32、64 を選択 
DeviceNet  baudrate 500k を使用して 500、250、125k を選択 
DeviceNet  MAC-ID 1 アドレスを 1～62 から選択 

Scale  interface  disabled を使用してA、A+B、A+B+C、A+B+C+Dを選択 
  
 
 
メニューの終了 
 

Save  changes ? でメニューを終了します。[YES]を押してデータを保存するか、[NO]を押してデータを

変更せずにメニューを終了します。 
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4.9.5 表示設定 
 

-[Display settings]では、照明の条件としてコントラストと輝度を設定できます。どちらのデフォルト値も 50%です。 
[Color set] 
表示カラーを[daylight]または[night shade]に設定できます。 
 

 

[-]/[+]を使用して、コントラストおよび輝度を 5%ずつ

増減できます。[Reset]を選択すると、デフォルト値に

戻ります。 
 
 

4.9.6 ボード番号 
 

-[License settings]では、各機器に割り当てられた 9 桁の固有のボード番号が表示されます。 
 

Setup/License  

Boardnumber 192752895  

Alibi  storage   

OPC-Server   
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4.9.7 ライセンス設定 
 
機能を使用できる基本ライセンスやアプリケーションライセンスをアクティブ化できます。 

これは、 -[License Settings]から行います。 
 

Setup/License  

Boardnumber 192752895  

Alibi  storage   

OPC-Server  既存ライセンスの ID 

Batching   

Application  number 0  

   

Add Remove     
 

 

[Add]を押して、要求される 7 桁のライセンス番号を入力します。ライセンス番号は、機器

の認証とともに納入されており、その機器の[Boardnumber]に対してのみ有効です。入力し

たライセンスが有効であれば、[OK]を押した後に該当ライセンスの横に が表示されま

す。 

 
Save  settings ? を押して[Yes]で確定すると、入力したライセンスが保存され、アクティブ化されます。 

 

Wrong  license  key 
このメッセージは、入力したライセンス番号がその機器に対応していないときに表示され

ます。  
 

が表示されたライセンスは、[Remove]を使用して削除できます。 
 

Delete  this  license ? を押すと、確認メッセージが表示されます。[Yes]を選択すると、ライセンスが削除され

ます。  
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4.9.8 ネットワークパラメータ 
 
ネットワーク接続に関する項目（内蔵 LAN アダプタ）を設定できます。 

これは、 -[Network parameter]から行います。 
 

Setup/Network parameter  

HW  address 00:90:6C:7D:0C:08 機器により割り当てられた固定アドレス 

Hostname PR5800-UDOWEIGH デバイス名は、ユーザーが任意に指定可能 

IP  address 172.24.22.170 IP アドレスは、ユーザーが任意に指定可能 

Subnet  mask 255.255.240.0 許可される IP アドレスレンジのマスク 

Default  gateway 0.0.0.0 ゲートウェイの IP アドレス 

Remote  access  

VNC-Client 172.24.21.101 機器の操作が許可されたクライアント 

  

 
[IP address]、[Subnet mask]、[Default gateway]の設定方法については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
 
アクセスを許可するには、[VNC-Client]でクライアントのアドレスを指定します。 
 
VNC-Client 0.0.0.0. VNC を使用したアクセスは許可されない 
VNC-Client 172.24.21.101 このアドレスのクライアントのみアクセスを許可 
VNC-Client 172.24.21.255 アドレスレンジ 172.24.21.1～254 のすべてのクライアントのアクセスを許可 
VNC-Client 255.255.255.255 任意アドレスのクライアントのアクセスを許可 
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5 修理およびメンテナンス 

機器のチェックの結果、必要と判断された修理はザルトリウスの担当者が行います。機能障害などの不具合が判明した場

合には、最寄りのザルトリウスオフィスにご連絡ください。機器返送の際、故障内容、経緯、状況などの詳細な情報が必

要です。修理は、その作業で想定される危険を熟知して防止することができ、適切な措置がとれる、訓練を受けた担当者

のみが行えます。 
 
 

5.1 カレンダ／時刻バッテリ 
 
カレンダ／時刻チップおよび Alibi メモリのバックアップ用リチウムバッテリは、プロセッサボードに搭載されています。 
機器の納入時には、バッテリはアクティブ化されています。 
 

 
 

 
初めて機器の電源を投入後、時計を必ず設定してください（日付および時刻）。  

 
 

5.1.1 バッテリの交換 
 
機器には、時刻／カレンダチップおよび Alibi メモリのバックアップ用のリチウムバッテリが搭載されています。最小

バッテリ電圧の仕様を満たさない場合、または不具合が発生した場合には、ザルトリウス カスタマ サービスまたは訓練

を受けた担当者によるバッテリ交換が必要です。バッテリの廃棄については、6章を参照してください。 
バッテリの電圧はモニタリングされています。詳細については、5.1.1章を参照してください。 
バッテリ寿命については、7.2.1章を参照してください。 
 
 

5.1.2 アキュムレータの交換 
 
この機器は、NiMH アキュムレータを備えています。電源異常／遮断の際は、機器の現状の保存および安全な電源遮断を

行うため、約 1 分間電源が供給され続けます。最小バッテリ電圧の仕様を満たさない場合、または不具合が発生した場合

には、ザルトリウス カスタマ サービスまたは訓練を受けた担当者によるアキュムレータ交換が必要です。アキュムレータ

の廃棄については、6章を参照してください。 
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5.2 半田付け 
 
この機器への半田付けは一切行わないでください。 
 
 

5.3 クリーニング 
 
この機器は、EHEDG（European Hygienic Engineering & Design Group：ヨーロッパ衛生機器設計グループ）のガイドラインに

従って設計されており、クリーニングおよび消毒が非常に簡単です。 
 
• 機器に接続された電源ケーブルおよびデータケーブルをすべて外してください。 
 
• 機器内に液体が入らないことを確認してください。 
 
• 反応性洗浄剤（溶液など）を使用しないでください。 
 
§ せっけん水をしみ込ませた布などで機器のクリーニングを行ってください。 
$ 食品工業で使用している場合は、ガイドラインなどに沿った適切な洗浄剤を使用してください。  
§ 清掃後、乾いた柔らかい布で機器を拭いてください。 
• 機器のクリーニングに水蒸気または圧縮空気を使用しないでください。  
 
 
ステンレス製パネルのクリーニング 
ステンレス製のパネルや部品は定期的にクリーニングしてください。 
台はかりのステンレス製部品は、湿った布またはスポンジでクリーニングします。布で汚れをふき取るか、ステンレス製

品に使用可能な家庭用洗剤を使用できます（Stahlfix など）。部品に洗剤や水分が残らないようにしてください。必要に

応じて、機器の保護のためにグリースなどを使用できます。  
溶液は、ステンレス製の部品に対してのみ使用可能です。 
 
 

6 廃棄 

 
梱包材を保存する必要がない場合は、現地の廃棄規則に従って処分してください。梱包材はすべて環境に優しいリサイク

ル可能な材料を使用しています。  
 

 

アキュムレータは家庭用ごみとして廃棄しないでください。 
 
アキュムレータは、地域の廃棄規則に従って処分してください。廃棄用ボックスが必要な

場合には、ザルトリウスまでご連絡ください。GRS（Stiftung Gemeinsames Rücknahmesystem 
Batterien in Germany:ドイツ電池共同回収システム）提供の廃棄用ボックスをお送りしま

す。 
 
機器は、地域の廃棄規則に従って処分してください。廃棄する前に、アキュムレータを取

り外してください。ドイツ国内で廃棄する場合には、ザルトリウスにご連絡ください。そ

の他の国での廃棄については、該当国の廃棄物処理センターなどにお問い合わせくださ

い。 
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7 テクニカルデータ 

7.1 フリーソフトウェアの使用について 
 
Combics Pro 機器には、GNU General Public License (GPL) Version 2（June 1991）、および GNU Lesser General Public License (LGPL) 
Version 2.1（February 1999）によるライセンスが付与されたフリーソフトウェアであるファームウェアが含まれています。 
これらサードパーティが開発したフリーソフトウェアは無償で提供されていますが、著作権で保護されています。 
Free Software Foundation によって公開され維持されているライセンス契約条件の詳細については、このマニュアル発行日

現在、以下のウェブサイトで参照できます。 
 
GPL： http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html （英文サイト） 
LGPL： http://www.gnu.org/copyleft/lesser.html （英文サイト） 
 
ソーステキストは、製品とともに提供されていません。ソースコードが必要な場合には、ザルトリウスの以下のアドレス

まで電子メール（英文）でお問い合わせください。 
 
software.hh@sartorius.com 
 
 

7.2 基本データ 
 
各特性データは、温度環境 23°C で約 60 分のウォームアップ後の状態にて適用されます。 
 

7.2.1 時刻／カレンダおよび Alibi メモリ用のバックアップバッテリ 
 
機器の納入時には、時刻／カレンダチップおよび Alibi メモリのバックアップ用リチウムバッテリはアクティブ化されて

います。 
バッテリ寿命： 機器が常時電源に接続されている場合 10 年 
 機器が常時電源に接続されていない（保管時など）場合／一時的に接続されて

いない場合 
 7 年 

 

7.2.2 プロセッサバックアップ用アキュムレータ 
 
NiMH アキュムレータは、機器の現状の保存および安全な電源遮断を行うため、約 1 分間電源を供給し続けます。アキュ

ムレータの温度はモニタリングされ、表示できます。 
 
 

7.2.3 表示部 
 
320×240 ドットのカラーグラフィック LCD 表示部では、ひょう量値、状態、バーグラフ、およびダイアログ／メニューを

表示します。 
 
 

7.2.4 電源 
 
供給電圧 AC 100V～240V  +10%/-15% 50/60Hz 
消費電力 18W/20VA   
 

7.2.4.1 電源 24VDC バージョン 
 
供給電圧 DC 24V  +20%/-20%  
消費電力 18W   
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7.3 環境 
 

7.3.1 環境条件 
 
温度レンジ  
 動作周囲温度    -10～+40°C 
 電源投入温度      0～+40°C 
 保管時／輸送時    -20～+70°C 
湿度 < 95%、結露なきこと（IEC 68-2 準拠） 
保護等級 フロントパネル（IP67 準拠）、その他（背面）（IP30 準拠） 
 YAS01CISPRO（アクセサリー）（背面使用時は IP67 準拠） 
 
 

7.3.2 EMC 規格 
 
すべてのデータは規格 NAMUR NE 21、EN 45501、および EN 61326 に適合しています。 
 
ハウジング 電磁波放射（80～1000MHz） EN 61000-4-3 10V/m 
 静電気放電 EN 61000-4-2 6/8kV 
    
信号、制御ライン ファストトランジェント（バースト） EN 61000-4-4 1kV 
 ピーク電圧（サージ）1.2/50μs EN 61000-4-5 1/2kV 
 電磁波伝導妨害（0.15～80MHz） EN 61000-4-6 10V 
    
メイン入力 ファストトランジェント（バースト） EN 61000-4-4 1/2kV 
 ピーク電圧（サージ）1.2/50μs EN 61000-4-5 1/2kV 
 電磁波伝導妨害（0.15～80MHz） EN 61000-4-6 10V 
 電圧変動 EN 61000-4-11 40%/0% 
 電圧降下 EN 61000-4-11 20ms 

 
 

7.3.3 電波干渉抑制 
 
電磁放射 EN 61326、limit value class A に準拠 
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7.4 PR 5800/10 ひょう量モジュール 
 
最大 2 台のひょう量モジュール PR 5800/10 を接続できます（アクセサリー）。 
 

7.4.1 ロードセル 
 
ロードセルの種類 ロードセル、6 線式または 4 線式による接続が可能 
電源 U= 12V DC  Imax= 160mA 
  各 650Ω 仕様の最大 8 つのロードセルまたは各 350Ω仕様の 4 つの

ロードセル 
最大負荷 > 75Ω 
 

7.4.2 方式 
 
方式 DC 電圧、⊿-Σ変換、ロードセル供給電圧に対するレシオメトリック 
変換／計測時間 5、10、20、40、80、160、320、640、960、1200、1600ms 
デジタルフィルタ 選択可能、アクティブ 4 次（ローパス）、 

特性：Bessel、aperiodic、Butterworth、Tschebyscheff 
 カットオフ周波数を調整可能  

 
 

7.4.3 精度および安定性 
 
精度クラス < 10000e（クラス III）OIML R76/EN 45501 に準拠 

最小計測信号（OIML） =/> 0.25mV/V   =  3mV   0.5μV/e @ 6000e に対応 

直線性エラー < 0.003% 
ゼロ安定性エラー（TK0） < 0.05μV/K RTI  <= 0.004%/10K @ 1mV/V 
スパン安定性エラー（TKSpn） <  +/- 4ppm/K 

 
 

7.4.4 感度 
 
感度 0.5μV/e @ 10000e（クラス III）OIML R76、0.5μV/e @ 3000e OIML R76 
分解能 750 万カウント@ 3mV/V、非商取引き用 
入力電圧（入力信号+ゼロ点） 0～最大 36mV 
ゼロ点レンジ 36mV（最大入力信号）、ソフトウェアを使用して入力／キャリブレーション 
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7.5 メカニカルデータ 
 
 

7.5.1 構造 
 
ステンレススチール製ハウジング、保護等級 IP67（フロントパネル）準拠です。 
機器背面に取付け可能な IP 67 拡張ユニット YAS01CISPRO は、アクセサリーとして提供されます。 
 
 

7.5.2 外形寸法 
 
ハウジング： 寸法 
  幅 377mm 
  高さ 260mm 
  奥行き 145mm  
 
 

7.5.3 重量 
 
ネット重量 3.8kg  
梱包重量 5.2kg  
 
 

7.5.4 マウントキット（アクセサリー） 
 
キャビネットまたはパネルマウントの場合には、マウントキット YAS04CISPRO で取り付けてください。 
パネルカットアウト寸法（W×H）：350mm×218mm 
 
 

7.6 商取引きモードでの使用 
 
認証に関する手順および関連文書は、以下のウェブサイトで入手できます。 
www.sartorius.com/leitfaden_eichen 
 

7.6.1 付属 CD の認証文書 
 
付属 CD には、以下のディレクトリに各 PDF 文書が提供されています。 
 
- ”CE Konformitätserklärung zur Richtlinie 90/384/EWG” CE 適合性認証 
- ”Schilder und Marken TN-Pro (Versiegelung und Beschilderung)” シールおよびラベル 
- ”Prüfschein D09-06.13 für das Auswertegerät vom Typ TN-Pro”  EC テスト認証 
- ”EG-Bauartzulassung D04-09-15 Typ SARTICS”  EC タイプ認証 
 
 

7.6.2 重要事項 
 
提供されるアプリケーションプログラムに対するアプリケーション記述の追加および改造については、法定計量の仕様を

満たす必要があり、プログラマがその行為の責任を負うものとします。 
CAL スイッチのシールド条件に関する情報は、4.1.1章に記載されています。また手順については、文書”Schilder und 
Marken TN-PRO”に記載されています。 
パラメータの設定（4.5.15章を参照）は、法定計量規則、EC タイプ認証、および EC テスト認証の各要件を満たす必要があ

ります。さらに、テスト認証のポイント 7（"orders and conditions"）に記載された設定および機能のチェックが必要です。

法定計量規則を満たす設定の選択とチェックは、技術者が責任を負うものとします。 
 
 
 
 



 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

ザルトリウス・メカトロニクス・ジャパン株式会社 
プロセス･ウエイング事業部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東京オフィス 

〒140-0001    東京都品川区北品川 1-18-11 ダヴィンチ品川Ⅱ4 階 
 Tel: (03) 3740-5174   

 
Fax: (03) 3740-5406 

大阪オフィス 

〒532-0003 大阪市淀川区宮原 4-3-39 大広新大阪ビル 3 階 
 Tel: (06) 6350-3809 

 
Fax: (06) 6350-6686 

  

ウェブサイト http://www.sartorius.co.jp 

 




